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本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
昨
年
度
に
終
了
し

た
「
デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
運
営

お
よ
び
日
本
の
宗
教
文
化
の
国
際
的
研
究

と
発
信
」
事
業
を
発
展
的
に
継
承
す
る
も

の
で
あ
り
、
本
年
度
か
ら
三
ヶ
年
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
事
業
を
推
進
し
て
い

く
。
主
な
内
容
と
し
て
は
、
平
成
二
十
一

年
度
に
本
格
的
に
運
用
を
開
始
し
た
「
國

學
院
大
學
デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

（http://k-am
c.kokugakuin.ac.jp/

D
M

/

）
の
円
滑
な
運
営
を
は
か
り
、
デ

ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
上
で
公
開
す
る

独
自
コ
ン
テ
ン
ツ
の
作
成
を
行
う
。
な

お
、
デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
つ
い

て
、
昨
年
度
末
段
階
で
二
十
九
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
公
開
し
て
お
り
、
公
開
項
目
の

総
数
は
七
一
、五
一
三
件
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
日
本
の
宗
教
文
化
に
つ
い
て
研
究
を

進
め
な
が
ら
、
そ
れ
を
教
え
る
た
め
の
教

材
に
つ
い
て
も
研
究
・
作
成
し
、
あ
わ
せ

て
国
際
的
な
発
信
を
進
め
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
運
営
に

つ
い
て
、
教
育
へ
の
活
用
を
視
野
に
入
れ

な
が
ら
、
研
究
開
発
推
進
機
構
の
各
機
関

と
有
機
的
に
連
携
し
て
推
進
し
て
い
く
。

日
本
文
化
研
究
所　

平
成
三
十
一
／
令
和
元
年
度
事
業
計
画
①

　

デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
運
営

　
　
　
　

お
よ
び
日
本
の
宗
教
文
化
の
研
究
と
教
材
の
国
際
発
信

ま
た
、
こ
れ
も
各
機
関
と
連
携
し
な
が
ら

研
究
開
発
推
進
機
構
に
お
け
る
研
究
成
果

や
各
種
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
に
つ
い
て
も

デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
、
更
に
本
学
全
体
に

お
け
る
研
究
成
果
発
信
の
一
環
と
し
て
、

学
部
・
大
学
院
で
構
築
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
等
を
横
断
的
に
公
開
す
る
こ
と
に
も
対

応
す
る
。

独
自
コ
ン
テ
ン
ツ
の
作
成
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
二
十
一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ

ロ
グ
ラ
ム
関
連
事
業
と
し
て
構
築
し
た

E
ncyclopedia of Shinto

（『
神
道
事

典
』
の
英
訳
。
以
下
Ｅ
Ｏ
Ｓ
）
の
拡
充
を

図
る
。
ま
た
日
本
文
化
研
究
所
が
蓄
積
し

て
き
た
研
究
成
果
や
学
術
資
産
に
つ
い
て

も
整
理
し
な
が
ら
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
こ
れ

ら
を
主
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し

て
国
際
的
に
発
信
し
て
い
く
。
こ
れ
と
関

連
し
て
、
神
道
と
日
本
の
宗
教
文
化
に
関

す
る
国
際
的
な
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
構
築

を
目
指
す
。
更
に
、
本
学
の
学
術
的
な
研

究
成
果
を
英
語
に
翻
訳
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン

ジ
ャ
ー
ナ
ル
と
し
て
公
開
す
る
こ
と
を
計

画
し
て
い
る
。

　

日
本
の
宗
教
文
化
に
つ
い
て
の
研
究
と

教
材
を
国
際
的
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
に

つ
い
て
、
引
き
続
き
デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
の
機
能
を
、
広
く
大
学
教
育
・
宗

教
文
化
教
育
に
活
用
し
て
く
た
め
の
取
り

組
み
を
行
い
、
ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て
の
使

い
勝
手
の
向
上
を
は
か
る
。
研
究
資
産
を

教
材
と
し
て
展
開
さ
せ
て
い
く
に
あ
た
っ

て
、
平
成
二
十
三
年
に
宗
教
文
化
士
制
度

の
運
営
を
目
的
と
し
て
発
足
し
た
「
宗
教

文
化
教
育
推
進
セ
ン
タ
ー
」
と
連
携
し
て

い
く
。
ま
た
、
日
本
の
宗
教
文
化
に
つ
い

て
の
英
語
教
材
を
開
発
し
、
海
外
の
研
究

者
に
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
形
で
発

信
し
て
い
く
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
本
年

度
も
引
き
続
き
、
平
成
三
十
年
度
に
採

択
さ
れ
た
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ｂ
）

「
日
本
宗
教
教
育
の
国
際
的
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
構
築
の
た
め
の
総
合
的
研
究
」

目
　
次

◆
日
本
文
化
研
究
所
　
平
成
三
十
一
／
令
和
元
年
度
事
業
計
画
①

　
　
　
　「
デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
運
営
お
よ
び
日
本
の
宗
教
文
化
の
研
究
と
教
材
の
国
際
発
信
」（
星
野
靖
二
）
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◆
日
本
文
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研
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／
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画
②
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史
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平
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／
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①
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②
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／
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③
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史
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セ
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平
成
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一
／
令
和
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事
業
計
画
①
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國
學
院
大
學
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け
る
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学
ア
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カ
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ヴ
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の
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）
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／
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②
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研
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開
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平
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和
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画
①
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／
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②
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／
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古
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研
究
代
表
者
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平
藤
喜
久

子
）
事
業
と
も
協
力
し
な
が
ら
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
進
め
て
い
く
。

一
、
デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
運
営

　

デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
運
営
に

つ
い
て
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
担
当
者
、
研

究
開
発
推
進
機
構
の
各
機
関
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
担
当
者
、
お
よ
び
図
書
館
、
広
報

課
、
情
報
シ
ス
テ
ム
課
、
ソ
フ
ト
提
供

会
社
の
担
当
者
か
ら
な
る
「
デ
ジ
タ
ル
・

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
」
を
組
織
し
、
シ
ス
テ
ム
全
体
の
円
滑

な
運
営
を
図
る
。
同
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
に
お
い
て
、
運
用
上
の
問
題
点
を
共
有

し
て
改
善
を
図
り
、
利
用
者
の
利
便
性
を

高
め
て
い
く
た
め
の
工
夫
や
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
対
応
を
含
め
て
教
材
と
し
て
活
用
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す
る
た
め
の
方
策
な
ど
に
つ
い
て
議
論
す

る
。
ア
ク
セ
ス
数
（
二
〇
一
八
年
は
年
間

で
延
べ
八
一
五
、〇
〇
八
件
で
あ
っ
た
）

に
つ
い
て
定
期
的
に
共
有
・
分
析
し
、
海

外
か
ら
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
も
把
握
し

な
が
ら
、
利
用
状
況
の
改
善
を
試
み
る
。

ま
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
新
規
追
加
も
随
時

受
け
付
け
る
。

二
、
デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
展
開

の
た
め
の
独
自
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
構
築

①
神
道
と
日
本
の
宗
教
文
化
に
関
す
る

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
構
築

　

現
在
、
デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
上

に
お
い
て
、
日
本
文
化
研
究
所
の
研
究
成

果
と
し
て
い
く
つ
か
の
英
語
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
構
築
し
、
公
開
し
て
い
る
。
主

要
な
も
の
と
し
て
は
、
ま
ず
前
述
の
Ｅ

Ｏ
Ｓ
が
あ
り
、
Ｅ
Ｏ
Ｓ
に
附
属
す
る
形

で
初
学
者
用
の
神
道
入
門
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト“Im
ages of Shinto: A

 Beginner’s 
Pictorial Guide 

図
説
に
よ
る
神
道
入

門”

や“Chronological Supplem
ent 

年

表”

を
公
開
し
て
い
る
。
他
に
双
方
向
論

文
翻
訳
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
、
神
道
基
本
用

語
集
な
ど
を
公
開
し
て
い
る
。
ま
た
、
旧

日
本
文
化
研
究
所
時
代
に
作
成
し
た
日
本

の
宗
教
文
化
に
関
す
る
英
語
論
文
な
ど
も

ウ
ェ
ブ
上
で
公
開
し
て
い
る
（
例
え
ば

Contem
porary Papers on Japanese 

R
eligion

の
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
、M

atusi: 
Festival and R

ite in Japanese Life

、

N
ew

 R
eligions

、Folk B
elief in 

M
odern Japan

、K
am

i

の
四
集
が
公
開

さ
れ
て
い
る
）。
こ
れ
ら
の
コ
ン
テ
ン
ツ

に
つ
い
て
、
以
前
よ
り
一
覧
性
を
備
え
た

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
を
構
築
す
る
必
要
が
指

摘
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
受
け
て
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
を
作
成
し
、
公
開
す
る
こ
と
を

計
画
し
て
い
る
。
日
本
語
・
英
語
で
作
成

す
る
こ
と
で
、
国
内
外
の
学
生
が
神
道
を

学
ぶ
際
に
活
用
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と

を
目
指
す
。
ま
た
宗
教
文
化
教
育
の
た
め

に
作
成
し
た
教
材
に
つ
い
て
も
、
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
と
リ
ン
ク
さ
せ
る
。

②
過
去
の
研
究
資
産
の
整
理
・
公
開

　

日
本
文
化
研
究
所
の
過
去
の
研
究
成

果
に
つ
い
て
、
公
開
を
念
頭
に
置
い
て

情
報
整
理
と
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
。

二
〇
一
七
年
度
に
研
究
開
発
推
進
機
構
は

発
足
十
周
年
を
迎
え
た
が
、
そ
れ
以
前
の

旧
日
本
文
化
研
究
所
の
五
十
年
間
を
合
わ

せ
、
遡
っ
て
情
報
を
集
約
し
て
整
理
し
、

過
去
の
催
事
や
刊
行
物
の
一
元
的
な
リ
ス

ト
、
年
表
な
ど
を
作
成
す
る
。
こ
れ
に
合

わ
せ
て
、
過
去
の
催
事
の
写
真
や
動
画
な

ど
も
集
約
し
、
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
よ
う

な
形
で
整
理
し
て
い
く
。
旧
日
本
文
化
研

究
所
が
発
行
し
て
い
た
『
日
本
文
化
研
究

所
紀
要
』
に
つ
い
て
は
既
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
デ

ジ
タ
ル
版
が
あ
る
が
、『
日
本
文
化
研
究

所
報
』
に
つ
い
て
は
、
完
全
な
目
次
の

デ
ー
タ
が
存
在
し
て
い
な
い
の
で
、
ま
ず

こ
れ
を
整
備
し
、
本
文
デ
ー
タ
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
進
め
る
。

③
研
究
成
果
の
国
際
的
発
信

　

本
学
の
研
究
成
果
を
国
際
的
に
発
信
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
新
た
に
日
本
文

化
研
究
所
の
発
行
に
よ
る
英
文
の
オ
ン
ラ

イ
ン
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
創
刊
す
る
。
主
要
な

内
容
と
し
て
、
國
學
院
大
學
の
教
員
に
よ

る
日
本
文
化
研
究
に
関
す
る
論
文
の
英
訳

を
掲
載
す
る
。
本
学
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い

る
学
術
雑
誌
の
な
か
か
ら
、
日
本
文
化
研

究
に
関
す
る
も
の
を
三
本
程
度
選
定
し
、

こ
れ
ら
を
英
語
に
翻
訳
し
、
編
集
し
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
公
開
す
る
。

　

ま
た
、
昨
年
十
月
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
的
な
形
で
開
催
し
た
国
際
研
究

フ
ォ
ー
ラ
ム
「
ア
ジ
ア
の
宗
教
文
化
―

―
モ
ダ
ニ
テ
ィ
の
中
で
の
相
互
変
容

Religious Cultures in A
sia: M

utual 
T

ransform
ations through M

ultiple 
M

odernities

」
に
つ
い
て
、
そ
の
報
告

書
を
作
成
し
、
成
果
を
広
く
共
有
す
る
。

三
、
宗
教
文
化
教
育
の
教
材
研
究
の
国
際

的
展
開 

①
宗
教
文
化
教
育
の
教
材
研
究
・
作
成

　

研
究
成
果
の
教
育
へ
の
還
元
と
い
う
こ

と
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、「
宗
教
文
化

教
育
推
進
セ
ン
タ
ー
」
と
協
力
し
て
、
宗

教
文
化
教
育
の
教
授
法
と
教
材
の
研
究
を

進
め
、
ま
た
教
材
作
成
を
行
っ
て
い
く
。

現
在
は
「
世
界
遺
産
と
宗
教
文
化
」、「
映

画
と
宗
教
文
化
」、「
博
物
館
と
宗
教
文

化
」
と
い
っ
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
公
開
し

て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
拡
充
を
図
る
と
共

に
、
新
た
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
追
加
に
つ

い
て
議
論
し
、
設
計
・
公
開
し
て
い
く
。

ま
た
地
図
上
に
情
報
を
表
示
さ
せ
る
形
で

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
以
前
か

ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「
ロ
ケ
ス

マ
」
上
で
の
公
開
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ

に
つ
い
て
も
更
な
る
拡
充
を
検
討
す
る
。

　

ま
た
、
昨
年
度
に
刊
行
し
た
『
学
生
宗

教
意
識
調
査
総
合
分
析
（
１
９
９
５
年
度

～
２
０
１
５
年
度
）』
の
英
語
版
を
下
敷

き
に
し
て
、
日
本
の
学
生
の
宗
教
意
識
に

つ
い
て
教
え
る
た
め
の
英
語
教
材
を
作
成

す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。

②
神
道
と
日
本
の
宗
教
文
化
に
関
す
る
教

材
の
研
究
と
作
成

　

科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
日
本

宗
教
教
育
の
国
際
的
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

構
築
の
た
め
の
総
合
的
研
究
」
事
業
で
進

め
て
い
る
海
外
の
日
本
宗
教
関
係
の
授
業

に
お
け
る
ニ
ー
ズ
調
査
を
踏
ま
え
、
特
に

神
道
関
連
で
必
要
と
さ
れ
る
教
材
に
つ
い

て
検
討
し
、
教
材
と
し
て
活
用
で
き
る
動

画
素
材
の
作
成
な
ど
を
進
め
て
い
く
。
こ

れ
に
関
連
し
て
、
宗
教
文
化
教
育
の
教
材

研
究
の
た
め
の
研
究
会
を
開
催
す
る
。
広

く
国
内
外
の
研
究
者
た
ち
か
ら
事
例
報
告

を
受
け
、
議
論
を
積
み
重
ね
る
の
に
加
え

て
、
生
活
の
中
で
宗
教
文
化
が
ど
の
よ
う

に
関
わ
っ
て
く
る
の
か
と
い
っ
た
こ
と
を

考
え
る
た
め
、
実
際
に
実
務
に
携
わ
っ
て

い
る
方
か
ら
話
を
伺
う
研
究
会
も
行
う
。

後
者
に
つ
い
て
、
六
月
二
十
九
日
に
「
生

活
の
中
で
直
面
す
る
世
界
の
宗
教
文
化
―

―
食
・
服
装
・
忌
避
な
ど
へ
の
理
解
」
と

い
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
催
行
す
る
予
定

で
あ
る
。

③
教
材
動
画
の
シ
ス
テ
ム
構
築

　

國
學
院
大
學
デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
内
に
動
画
デ
ー
タ

を
含
む
こ
と
が
シ
ス
テ
ム
的
に
可
能
で
あ

り
、
例
え
ば
Ｅ
Ｏ
Ｓ
に
は
百
件
を
超
す
動

画
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
以
前
よ
り

日
本
文
化
研
究
所
で
は
、
現
地
調
査
の
際

に
動
画
を
撮
影
し
た
り
、
あ
る
い
は
主
催

し
た
催
事
の
記
録
動
画
を
作
成
し
た
り
し

て
き
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
整
理
し
な
が
ら

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
動
画
資
産
と
、
新
た
に
作
成
す
る
教

材
用
の
動
画
な
ど
を
含
め
て
、
国
内
外
か

ら
広
く
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
公
開

の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
を
引
き
続
き
検
討
し

て
い
る
。

四
、
日
本
文
化
研
究
所
国
際
研
究
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
つ
い
て

　

日
本
文
化
研
究
所
は
、
研
究
所
全
体
で

の
催
事
と
し
て
、
毎
年
国
際
研
究
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
し
て
い
る
が
、
本
年
度
は
神

道
・
国
学
研
究
部
門
が
主
体
と
な
っ
て
催

行
す
る
。

�

（
文
責
・
星
野
靖
二
）
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事
業
の
目
的
と
概
要

　

平
成
三
十
年
度
よ
り
三
ヶ
年
に
わ
た
っ

て
実
施
し
て
い
る
本
事
業
は
、
日
本
文
化

研
究
所
の
二
つ
の
研
究
部
門
の
う
ち
「
神

道
・
国
学
研
究
部
門
」
の
研
究
事
業
と
し

て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
以

下
の
三
つ
の
目
標
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

（
一
）
国
学
に
関
す
る
学
説
史
・
研
究
史

の
整
理
を
行
い
、
最
新
の
研
究
成
果
を
反

映
し
た
国
学
史
像
を
打
ち
立
て
、
そ
れ
を

一
般
社
会
に
向
け
て
発
信
す
る
。

　

主
要
な
発
信
の
方
法
と
し
て
は
、
通
史

形
式
に
よ
る
国
学
の
概
説
書
を
作
成
し
、

出
版
す
る
こ
と
に
な
る
。
前
年
度
は
学
説

史
・
研
究
史
の
整
理
を
ふ
ま
え
、
概
説
書

の
構
成
と
執
筆
担
当
案
を
策
定
し
た
。

（
二
）
以
上
の
作
業
と
連
動
し
て
、
国
学
・

神
道
関
係
人
物
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
拡
充

す
る
。
前
年
度
は
平
成
二
十
七
～
二
十
九

年
度
の
研
究
事
業
で
構
築
し
た
「
明
治

期
国
学
・
神
道
・
宗
教
関
係
人
物
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
」
を
「
国
学
・
神
道
関
係
人

物
研
究
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（http://

k-am
c.kokugakuin.ac.jp/jm

k

）
と
改

称
し
、
そ
の
修
正
・
管
理
を
行
い
つ
つ
、

近
世
中
期
か
ら
明
治
初
期
ま
で
の
国
学
・

神
道
関
係
人
物
を
対
象
と
し
て
デ
ー
タ
を

追
加
し
た
。
ま
た
、
関
連
す
る
資
料
の
調

査
の
た
め
、
神
宮
文
庫
（
三
重
県
）
と
西

尾
市
岩
瀬
文
庫
（
愛
知
県
）
へ
の
出
張
調

査
を
行
っ
た
。

　

こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
国
学
研
究
者
に

と
っ
て
の
有
益
な
研
究
の
ツ
ー
ル
で
あ
る

の
み
な
ら
ず
、
作
業
の
過
程
に
お
け
る
研

究
史
整
理
や
人
物
情
報
の
調
査
の
成
果
を

（
一
）
に
反
映
さ
せ
て
い
る
。

（
三
）
こ
れ
ま
で
の
事
業
で
構
築
し
て
き

た
国
学
研
究
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
張
す

る
。
具
体
的
に
は
定
例
の
国
学
研
究
会
・

社
家
文
書
研
究
会
を
行
い
つ
つ
、
学
内
外

の
国
学
研
究
者
を
招
い
て
最
前
線
の
研
究

状
況
に
関
す
る
公
開
レ
ク
チ
ャ
ー
を
開
催

す
る
。
前
年
度
は
計
四
回
開
催
し
た
。

　

さ
ら
に
前
年
度
は
日
英
両
言
語
で
運
営

す
る
双
方
向
型
の
ウ
ェ
ブ
フ
ォ
ー
ラ
ム
と

し
て
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
の

「
国
学
・
神
道
・
日
本
宗
教
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
立
ち
上
げ
た
。
今
後
国
学
・
神
道
研
究

の
情
報
や
、
研
究
所
の
過
去
の
研
究
成
果

を
グ
ロ
ー
バ
ル
規
模
で
発
信
し
て
い
く
。

　

こ
れ
ら
の
公
開
レ
ク
チ
ャ
ー
や
ウ
ェ
ブ

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
よ
り
、
国
内
の
国
学
研
究

の
最
新
状
況
や
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
国
学
研

究
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ

で
得
ら
れ
た
知
見
も（
一
）に
反
映
さ
れ
る
。

本
年
度
の
事
業
計
画

一
．
近
世
・
近
代
国
学
に
関
す
る
研
究

史
・
学
説
史
の
整
理
と
国
学
史
像
の
再
構

築（１
）
前
年
度
に
引
き
続
き
近
世
・
近
代

の
国
学
に
関
す
る
研
究
史
・
学
説
史
の
整

理
を
行
う
。
そ
の
過
程
で
、
従
来
の
思
想

史
的
な
国
学
史
像
の
問
題
点
を
洗
い
出
し

て
い
く
。

（
２
）
公
開
レ
ク
チ
ャ
ー
も
参
照
し
な
が

ら
、
二
十
一
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
の
一
次

資
料
に
基
づ
く
実
証
的
な
国
学
研
究
の
成

果
に
依
拠
し
、
新
た
な
国
学
史
像
を
具
体

的
に
ま
と
め
て
い
く
。
国
学
史
像
の
案
は

後
述
の
国
学
研
究
会
や
「
国
学
・
神
道
・

日
本
宗
教
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
お
い
て
発
表

し
、
検
討
す
る
。

（
３
）
前
年
度
に
策
定
し
た
執
筆
担
当
案

に
し
た
が
い
、（
２
）
に
お
い
て
ま
と
め

ら
れ
た
国
学
史
像
に
基
づ
き
、
国
学
の
概

説
書
の
執
筆
を
開
始
す
る
。

（
４
）
関
連
す
る
国
学
・
神
道
関
係
人
物

の
一
次
資
料
の
調
査
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
上

の
国
学
・
神
道
関
係
人
物
の
基
礎
的
デ
ー

タ
収
集
の
た
め
、
中
部
・
東
海
地
方
の
資

料
館
を
対
象
と
し
て
出
張
を
行
う
。

二
．
国
学
・
神
道
関
係
人
物
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
拡
充

（
１
）
前
年
度
に
引
き
続
き
、「
國
學
院
大

學
デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
上
の

「
国
学
・
神
道
関
係
人
物
研
究
情
報
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
」
の
修
正
・
管
理
を
行
い
つ
つ
、

近
世
中
期
か
ら
明
治
初
年
ま
で
の
国
学
・

神
道
関
係
人
物
を
対
象
と
し
て
、
先
行

の
目
録
類
や
、「
国
学
関
連
人
物
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
」
に
お
け
る
当
該
項
目
を
調
査
・

確
認
す
る
。
ま
た
、
先
行
研
究
の
調
査
・

整
理
を
行
う
。

（
２
）
こ
れ
ら
の
調
査
に
基
づ
き
、
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
項
目
を
作
成
し
、
順
次
ア
ッ

プ
ロ
ー
ド
し
て
い
く
。

三
．
国
学
研
究
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
張

（
１
）
月
に
一
、二
回
を
基
本
と
し
て
、
定

例
の
国
学
研
究
会
・
社
家
文
書
研
究
会
を

開
催
す
る
。
国
学
研
究
会
で
は
学
内
外
か

ら
国
学
・
神
道
を
中
心
と
す
る
日
本
研
究

の
若
手
研
究
者
の
参
加
を
募
り
、
各
自
の

研
究
発
表
を
行
う
。
ま
た
、
前
述
一
―

（
１
）（
２
）
に
お
け
る
研
究
成
果
の
発
表

と
検
討
も
行
う
。
社
家
文
書
研
究
会
で
は

近
世
・
近
代
の
国
学
・
神
道
に
関
す
る
一

次
史
料
の
読
解
を
行
い
、
参
加
者
の
史
料

読
解
能
力
の
向
上
も
目
指
す
。

（
２
）「
国
学
研
究
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
公

開
レ
ク
チ
ャ
ー
」
と
し
て
、
学
内
外
の
国

学
研
究
者
を
招
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分

野
の
見
地
か
ら
、
国
学
研
究
の
最
新
状
況

に
関
す
る
講
演
を
行
っ
て
も
ら
う
。
こ
の

レ
ク
チ
ャ
ー
は
一
般
に
向
け
て
公
開
し
、

ま
た
そ
こ
で
得
ら
れ
た
知
見
を
上
記
の
学

説
史
・
研
究
史
整
理
と
国
学
史
像
の
再
構

築
に
反
映
さ
せ
て
い
く
。

（
３
）
前
年
度
に
開
設
し
た
「
国
学
・
神

道
・
日
本
宗
教
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
管
理
と

運
営
を
行
う
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
機
能
も
活
用
し

な
が
ら
国
内
の
国
学
・
神
道
研
究
に
関
す

る
情
報
を
日
英
両
言
語
で
発
信
す
る
。

（
４
）
過
去
の
日
本
文
化
研
究
所
に
お
け

る
国
学
・
神
道
研
究
の
成
果
を
ア
ー
カ
イ

ブ
化
し
、
上
記
の
ウ
ェ
ブ
フ
ォ
ー
ラ
ム
な

ど
を
通
じ
て
国
内
外
に
発
信
す
る
。

（
５
）
研
究
所
全
体
の
催
事
で
あ
る
本
年

度
の
国
際
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
神
道
・

国
学
研
究
部
門
が
企
画
と
準
備
を
担
当
す

る
。
海
外
の
国
学
研
究
者
を
招
聘
し
、
国

内
外
に
お
け
る
国
学
研
究
の
成
果
の
紹

介
・
共
有
、
国
内
外
の
視
点
の
相
互
交
流

を
目
的
と
し
て
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

�

（
文
責
・
齋
藤
公
太
）

日
本
文
化
研
究
所　

平
成
三
十
一
／
令
和
元
年
度
事
業
計
画
②

　
「
國
學
院
大
學　

国
学
研
究
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の
展
開
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
学
史
像
の
再
構
築
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館
蔵
文
化
財
の
資
料
化
と
研
究
公
開
」

事
業
で
は
、
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
に

考
古
学
標
本
室
を
設
置
し
て
以
来
、
当
館

が
収
集
し
て
き
た
考
古
資
料
・
民
俗
資
料

は
、
既
に
十
万
点
以
上
に
及
び
、
資
料
台

帳
の
登
録
件
数
も
六
千
件
を
超
え
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
の
事
業
で
は
、
開
館
当
初

か
ら
書
き
継
い
で
き
た
資
料
台
帳
の
デ
ジ

タ
ル
化
、
並
び
に
台
帳
と
現
有
物
件
を
照

合
す
る
資
料
確
認
を
進
め
、
外
部
に
移
管

し
た
資
料
や
、
未
登
録
資
料
の
把
握
に
努

め
て
き
た
。

従
前
の
事
業
を
継
承
す
る
本
事
業
で

は
、
こ
の
よ
う
な
館
蔵
文
化
財
の
管
理
・

運
用
に
係
る
基
礎
的
な
作
業
を
継
続
し
て

実
施
す
る
と
と
も
に
、
関
連
情
報
の
一
般

公
開
を
進
め
、
博
物
館
資
料
が
広
く
利

用
・
活
用
さ
れ
る
た
め
の
前
提
を
整
え
て

い
き
た
い
。
一
方
、
こ
れ
ま
で
重
点
を
置

い
て
き
た
基
礎
作
業
か
ら
、
研
究
公
開
事

業
へ
の
脱
皮
を
進
め
、
出
土
遺
跡
が
明
確

な
一
括
資
料
の
調
査
研
究
や
、
館
蔵
点
数

の
豊
富
な
特
定
資
料
群
を
対
象
に
、
そ
の

文
化
財
的
価
値
を
高
め
る
た
め
の
サ
ブ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
、
成
果
を
博
物
館

に
お
け
る
展
示
活
動（
特
別
展
・
企
画
展
・

特
集
展
示
・
相
互
貸
借
特
集
展
示
）
へ
反

映
さ
せ
て
い
く
。

当
事
業
で
は
、
資
料
管
理
、
及
び
新
規

受
け
入
れ
物
件
の
登
録
と
、
未
登
録
物
件

の
概
要
確
認
を
基
幹
と
す
る
（
Ⅰ
）
資
料

管
理
・
登
録
機
能
を
確
立
し
、
館
蔵
資
料

を
保
存
・
活
用
す
る
た
め
の
前
提
を
整
え

て
い
く
。
ま
た
、
館
蔵
資
料
を
対
象
と
し

た
（
Ⅱ
）
調
査
研
究
機
能
を
拡
充
し
、
最

終
的
な
展
示
公
開
を
目
指
し
た
（
ａ
）
資

料
研
究
、（
ｂ
）
テ
ー
マ
研
究
、（
ｃ
）
祭

祀
遺
跡
研
究
拠
点
構
築
の
三
部
門
か
ら
な

る
サ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
。
加

え
て
、
同
時
に
展
開
す
る
「
館
蔵
史
資
料

の
デ
ジ
タ
ル
化
と
研
究
公
開
」
事
業
や
、

博
物
館
本
体
と
連
携
し
た
（
Ⅲ
）
情
報
公

開
機
能
と
し
て
、（
ａ
）資
料
台
帳（
目
録
）

公
開
、（
ｂ
）
デ
ジ
タ
ル
情
報
公
開
を
進

め
て
い
く
。
本
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て

は
、
従
来
通
り
学
部
生
・
大
学
院
生
等
を

雇
用
し
、
将
来
の
学
芸
職
員
を
育
成
す
る

（
Ⅳ
）
学
芸
職
員
実
践
教
育
機
能
を
果
た

し
て
い
き
た
い
。

今
年
度
は
、
館
蔵
文
化
財
の
内
、
研
究

上
と
り
わ
け
価
値
の
高
い
特
定
資
料
群
に

つ
い
て
は
、
重
点
的
な
資
料
研
究
・
テ
ー

マ
研
究
を
実
施
し
て
い
く
。
そ
の
た
め
、

経
費
の
大
部
分
は
、
膨
大
な
館
蔵
文
化
財

を
適
切
に
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
考
古

学
・
民
俗
学
専
攻
学
生
等
を
雇
用
す
る
人

件
費
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
内
、
伝
統
文

化
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
後
継
事
業
で
も
あ

る
祭
祀
遺
蹟
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
は
、
祭

祀
考
古
学
会
と
連
携
し
て
実
施
し
て
い

く
。
地
域
文
化
財
研
究
に
関
し
て
は
、
山

梨
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
等
の
協
力
を

得
て
い
く
。

ま
た
、
サ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
資

料
研
究
・
テ
ー
マ
研
究
を
遂
行
す
る
に
際

し
て
、
関
連
資
料
や
現
地
踏
査
を
実
施
す

る
。
今
年
度
は
中
国
に
お
け
る
旧
蔵
資
料

調
査
を
予
定
し
て
い
る
。

｢

館
蔵
史
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
研
究

公
開｣

事
業
で
は
、（
Ⅰ
）
史
資
料
及
び

画
像
管
理
・
登
録
事
業
と
し
て
こ
れ
ま
で

構
築
し
て
き
た
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
基

礎
と
し
て
、
館
蔵
史
資
料
及
び
そ
の
デ
ジ

タ
ル
化
情
報
の
保
存
・
管
理
シ
ス
テ
ム
の

整
備
に
加
え
、
未
だ
充
分
で
な
い
未
整
理

資
料
の
実
態
把
握
を
進
め
て
い
く
。（
Ⅱ
）

調
査
研
究
で
は
、
サ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
、
学
史
的
に
も
重
要
で
あ
り
な
が
ら

資
料
化
が
遅
れ
て
い
た
館
蔵
史
資
料
や
、

纏
ま
っ
た
資
料
群
の
調
査
研
究
を
実
施

し
、
そ
の
成
果
を
普
及
事
業
や
刊
行
物
に

よ
っ
て
公
開
す
る
と
と
も
に
、
博
物
館
に

お
け
る
展
示
活
動
に
反
映
さ
せ
て
い
く
。

（
Ⅲ
）
情
報
公
開
事
業
と
し
て
、
デ
ジ
タ

ル
化
資
料
の
増
補
に
あ
わ
せ
て
、
館
蔵
史

資
料
画
像
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
進
め
、

「
館
蔵
文
化
財
の
資
料
化
と
研
究
公
開
」

事
業
に
よ
る
成
果
を
含
め
た
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で

の
公
開
を
推
進
す
る
。（
Ⅳ
）
館
史
編
纂

事
業
で
は
、
令
和
十
（
二
〇
二
八
）
年
の

創
立
百
周
年
を
目
前
に
控
え
た
今
、
國
學

院
大
學
博
物
館
の
館
史
関
係
情
報
を
収
集

し
、
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
の
考
古
学

標
本
室
創
設
か
ら
今
日
に
至
る
博
物
館
の

発
展
史
を
詳
ら
か
に
す
る
。
特
に
館
祖
で

あ
る
樋
口
清
之
関
連
資
料
と
そ
の
後
の
発

展
に
寄
与
し
た
大
場
磐
雄
関
連
資
料
の
収

集
を
行
う
予
定
で
あ
る
。（
Ⅴ
）
学
芸
職

員
実
践
教
育
と
し
て
、
学
芸
業
務
を
担
う

臨
時
雇
員
と
し
て
学
生
を
任
用
し
、
博
物

館
活
動
の
実
務
を
推
進
す
る
。
博
物
館
・

学
術
資
料
セ
ン
タ
ー
の
研
究
・
公
開
事
業

と
、
学
部
・
大
学
院
教
育
の
連
携
で
あ
り
、

専
攻
学
生
の
育
成
や
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ

ン
に
資
す
る
も
の
と
な
る
。

本
年
度
は
、
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
増

補
と
、
こ
れ
に
基
づ
く
館
蔵
史
資
料
管
理

を
行
っ
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
そ
の
十
全

を
期
す
た
め
に
未
登
録
資
料
等
の
実
態
調

査
が
欠
か
せ
な
い
。
加
え
て
、
館
蔵
史
資

料
の
内
、
研
究
上
と
り
わ
け
価
値
の
高
い

特
定
資
料
群
に
つ
い
て
は
、
重
点
的
な
資

料
研
究
を
実
施
し
て
い
く
。
加
え
て
、
館

蔵
史
資
料
の
再
評
価
に
必
要
な
サ
ブ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
。
そ
の
内
、「
社

寺
等
絵
葉
書
研
究
」
で
は
、
旧
観
と
現
状

と
の
比
較
検
討
を
行
う
た
め
の
現
地
調
査

を
行
う
。
取
り
扱
い
資
料
が
膨
大
で
あ
る

た
め
、
実
際
に
踏
査
を
試
み
る
個
別
具
体

的
な
検
討
対
象
は
、
事
業
が
進
捗
す
る
中

で
絞
り
込
ん
で
い
き
た
い
。
但
し
、
今
年

度
は
、
資
料
整
理
に
傾
注
す
る
た
め
、
具

体
的
な
資
料
調
査
は
予
定
し
て
い
な
い
。

今
年
度
予
定
し
て
い
る
二
つ
の
事
業
の

成
果
に
つ
い
て
は
、
個
別
の
学
術
研
究
成

果
や
資
料
紹
介
に
つ
い
て
は
、『
國
學
院

大
學
博
物
館
研
究
報
告
』・『
研
究
開
発
推

進
機
構
紀
要
』
等
の
刊
行
物
で
公
開
し
て

い
く
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
画
像

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、「
館
蔵
文
化
財
の
資

料
化
と
研
究
公
開
」
事
業
と
連
携
し
つ

つ
、
公
開
の
準
備
が
整
っ
た
部
分
か
ら
Ｗ

Ｅ
Ｂ
上
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る
。
ま
た
、

資
料
研
究
・
テ
ー
マ
研
究
の
成
果
は
、
博

物
館
本
体
事
業
の
中
で
展
示
公
開
す
る
と

同
時
に
、
関
連
出
版
物
・
イ
ベ
ン
ト
等
を

介
し
て
普
及
を
図
る
。
特
に
、
折
口
・
原

田
・
神
林
資
料
に
つ
い
て
、
研
究
を
推
進

し
て
ゆ
く
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

�

（
文
責
・
内
川
隆
志
）

学
術
資
料
セ
ン
タ
ー　

平
成
三
十
一
／
令
和
元
年
度
事
業
計
画
①
～
②

　

館
蔵
文
化
財
の
資
料
化
と
研
究
公
開

　

館
蔵
史
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
研
究
公
開
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は
じ
め
に

研
究
事
業
「
神
道
祭
祀
・
儀
礼
の
研
究

と
展
示
公
開
」（
以
下
、
本
事
業
）
は
、

本
学
所
蔵
の
学
術
資
産
を
活
用
し
つ
つ
、

祭
祀
や
祓
と
い
っ
た
神
道
に
関
わ
る
儀
礼

に
注
目
し
、
研
究
を
進
め
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

あ
わ
せ
て
、
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー
〔
神

道
資
料
館
部
門
〕（
以
下
、
本
部
門
）
が

こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
神
道
に
関
す
る
資

料
の
収
集
、
整
理
、
研
究
を
続
け
る
。

平
成
三
十
年
度
の
研
究
事
業
成
果

・
刊
行
物
・
研
究
発
表

本
事
業
の
成
果
と
し
て
、『
資
料
で
み

る
大
嘗
祭
』（
國
學
院
大
學
学
術
資
料
セ

ン
タ
ー
）
を
刊
行
し
、
岡
田
莊
司
「
神
道

と
大
嘗
祭
」、
笹
生
衛
「
大
嘗
祭
の
構
造

と
歴
史
的
背
景
―
古
代
の
大
嘗
祭
・
大
嘗

宮
の
実
態
と
原
形
を
中
心
に
―
」、
塩
川

哲
朗
・
木
村
大
樹
「
資
料
か
ら
見
る
大
嘗

祭
」
を
収
め
た
。「
資
料
か
ら
見
る
大
嘗

祭
」
は
、
本
学
の
学
術
資
産
を
示
し
つ

つ
、
大
嘗
祭
の
流
れ
を
紹
介
し
た
も
の
で

あ
る
。

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
エ
ド
ウ
ィ
ン
・

Ｏ
・
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
日
本
研
究
所
と
國

學
院
大
學
古
事
記
学
セ
ン
タ
ー
が
共
催

し
て
二
〇
一
八
年
九
月
二
十
日
に
ラ

イ
シ
ャ
ワ
ー
日
本
研
究
所
で
行
っ
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
古
代
日
本
の
神

話
と
儀
礼
」
で
は
、
大
東
と
木
村
大
樹

Ｐ
Ｄ
研
究
員
が
口
頭
発
表
「D

aijosai 
and K

okugakuin U
niversity 

Collections

」
を
行
っ
た
。

・
展
示

平
成
三
十
年
度
、
本
事
業
の
中
心
と

な
っ
た
の
は
企
画
展
「
列
島
の
祈
り
―

祈
年
祭
・
新
嘗
祭
・
大
嘗
祭
―
」（
平
成

三
十
年
十
一
月
三
日
～
平
成
三
十
一
年
一

月
十
四
日
）
及
び
そ
れ
に
関
連
す
る
特
集

展
示
「
祈
年
の
法
会
と
神
々
」（
同
前
）、

特
集
展
示
「
舞
楽
」（
平
成
三
十
年
九
月

十
五
日
～
十
月
二
十
八
日
）
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、『
國
學
院
大

學
研
究
開
発
推
進
機
構
ニ
ュ
ー
ス
』
二
四

号
（
平
成
三
十
一
年
二
月
）
に
詳
述
し
た

の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た

い
（「
國
學
院
大
學
博
物
館 

企
画
展
「
列

島
の
祈
り
―
祈
年
祭
・
新
嘗
祭
・
大
嘗
祭

―
」
文
責
・
筆
者
）。

前
記
以
外
の
主
な
展
示
と
し
て
は
、
次

の
二
つ
の
特
集
展
示
が
あ
る
。

・�「
最
後
の
天
下
祭
―
文
久
二
年
の
山
王

祭
―
」（
平
成
三
十
年
五
月
二
十
六
日

～
六
月
二
十
六
日
）

・�「
色
と
文
様
―
朝
廷
に
納
め
ら
れ
た
色

鮮
や
か
な
装
束
の
控
裂
」（
平
成
三
十

年
六
月
二
十
七
日
～
七
月
八
日
）

　
「
最
後
の
天
下
祭
―
文
久
二
年
の
山
王

祭
―
」
は
、
平
成
三
十
年
六
月
に
行
わ
れ

た
山
王
祭
（
日
枝
神
社
〈
永
田
町
〉）
に

あ
わ
せ
て
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
文
久
二

年
（
一
八
六
二
）
の
山
王
祭
を
テ
ー
マ
と

し
た
。
展
示
資
料
は
、『
山
王
御
祭
礼
番

附
』（
文
久
二
年
）（
國
學
院
大
學
図
書
館

蔵
）、「
新
材
木
町
附
祭
礼
」（
國
學
院
大

學
博
物
館
蔵
）
ほ
か
で
あ
る
。

こ
の
展
示
に
あ
わ
せ
て
武
蔵
大
学 

福

原
敏
男
教
授
と
と
も
に
、『
最
後
の
天
下

祭
―
文
久
二
年
の
山
王
祭
―
』（
國
學
院

大
學
博
物
館
・
福
原
敏
男
、
國
學
院
大
學

博
物
館
）
を
刊
行
し
た
。
同
書
に
は
『
山

王
御
祭
礼
番
附
』（
文
久
二
年
）（
前
掲
）・

『
山
王
御
祭
礼
番
附
并
附
祭
芸
人
練
子
名

前
帳
』（
東
京
都
立
中
央
図
書
館 

特
別
文

庫
室
蔵
）
の
翻
刻
、
福
原
氏
の
論
考
「
最

後
の
天
下
祭
―
文
久
二
年
の
山
王
祭
―
」

等
を
収
め
た
。

「
色
と
文
様
―
朝
廷
に
納
め
ら
れ
た
色

鮮
や
か
な
装
束
の
控
裂
」
で
は
、
本
部
門

が
所
管
し
、
再
整
理
を
進
め
て
い
る
「
高

倉
家
調
進
控
裂
」を
展
示
し
た
。
こ
れ
は
、

本
学
の
和
装
Ｄ
Ａ
Ｙ
に
合
わ
せ
た
も
の
で

あ
る
。

本
年
度
の
計
画

本
年
度
は
、
本
事
業
の
最
終
年
度
で
あ

る
。
本
部
門
で
は
、
研
究
成
果
の
ま
と
め

と
、
次
に
挙
げ
る
國
學
院
大
學
博
物
館
に

お
け
る
展
示
及
び
関
連
事
業
を
行
う
。

五
月
一
日
の
ご
即
位
に
合
わ
せ
て
「
即

位
礼
」（
四
月
二
十
七
日
～
五
月
二
十
六

日
）
を
開
催
し
、「
御
即
位
図
」「
御
即
位

式
図
」（
國
學
院
大
學
博
物
館
蔵
）「
光
格

天
皇
御
譲
位
次
第
」（
國
學
院
大
學
図
書

館
蔵
）
等
を
展
示
し
た
。
ま
た
、
続
け

て
「
夏
越
祓
」（
五
月
二
十
八
日
～
六
月

二
十
三
日
）
を
行
い
、
國
學
院
大
學
で
行

う
大
祓
式
の
用
具
な
ど
を
展
示
し
た
。
祓

に
関
わ
る
本
研
究
事
業
の
成
果
と
し
て

『
祓
の
信
仰
と
歴
史
』
を
刊
行
す
る
。

大
嘗
祭
に
関
し
て
は
、
企
画
展
「
大

嘗
祭
」（
十
一
月
一
日
～
十
二
月
十
五

日
）
の
展
示
準
備
を
進
め
て
い
る
。
同
企

画
展
は
、
本
学
所
蔵
資
料
を
活
用
し
た

展
示
と
す
る
予
定
で
あ
る
。
こ
れ
に
先

が
け
て
、
大
嘗
祭
の
概
要
を
英
語
で
紹

介
し
た
「A

n O
verview

 of Japanese 
Enthronem

ent Cerem
onies, Based 

on A
ncient D

ocum
ents, Forcusing 

on D
aijōsai

」
を
國
學
院
大
學
博
物
館
及

び
本
部
門
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し

た
。
こ
れ
は
昨
年
度
刊
行
し
た
『
資
料
で

見
る
大
嘗
祭
』
の
う
ち
「
資
料
か
ら
見
た

大
嘗
祭
」
の
要
旨
を
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学 

ヘ
レ
ン
・
ハ
ー
デ
カ
教
授
の
多
大
な
る
協

力
を
得
て
英
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
本
年
度
も
本
学
和
装
Ｄ
Ａ
Ｙ
に

合
わ
せ
た
「
高
倉
家
調
進
控
裂
」
の
特
集

展
示
（
近
世
の
上
皇
さ
ま
の
御
召
し
物
、

六
月
二
十
九
日
～
七
月
二
十
一
日
）
を
神

道
文
化
学
部
や
國
學
院
大
學
博
物
館
と
共

に
す
す
め
る
。
こ
の
展
示
で
は
、
本
学
学

生
が
外
国
人
に
狩
衣
を
着
付
け
る
行
事
も

行
う
。

こ
の
ほ
か
、
宮
地
直
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
整
理
を
は
じ
め
、
本
学
の
学
術
資
産
の

整
理
・
研
究
を
継
続
し
、
國
學
院
大
學
博

物
館
神
道
展
示
室
に
お
い
て
、
そ
の
成
果

を
公
開
す
る
。

�

（
文
責
・
大
東
敬
明
）

学
術
資
料
セ
ン
タ
ー　

平
成
三
十
一
／
令
和
元
年
度
事
業
計
画
③

　

神
道
祭
祀
・
儀
礼
の
研
究
と
展
示
公
開
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研
究
事
業
の
目
的
と
概
要

　
「
國
學
院
大
學
に
お
け
る
大
学
ア
ー
カ

イ
ヴ
ズ
体
制
の
基
盤
整
備
」
研
究
事
業

（
以
下
・
本
研
究
事
業
）
は
、
自
校
史
に

関
す
る
学
術
研
究
を
行
い
、
そ
の
遂
行
の

基
盤
と
な
る
大
学
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
体
制
の

更
な
る
整
備
を
な
す
こ
と
を
目
的
と
す

る
。

　

ま
た
、
本
研
究
事
業
は
、
平
成
二
十
九

年
に
策
定
さ
れ
た
「
二
十
一
世
紀
研
究
教

育
計
画
（
第
四
次
）」
に
明
記
さ
れ
る
「
校

史
お
よ
び
貴
重
史
資
料
の
整
備
と
、
そ
れ

を
活
用
し
た
調
査
・
研
究
・
教
育
の
推
進
」

及
び
「
校
史
学
術
資
産
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
」
の
具
現
化
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
自
校
史
研
究
を
行
う
基

盤
整
備
と
し
て
、
①
「
資
料
の
収
集
、
整

理
及
び
展
示
」、
②
「
研
究
成
果
の
公
開

及
び
本
学
の
教
育
活
動
へ
の
支
援
」
を
推

進
す
る
。

①
に
つ
い
て
は
、
校
史
資
料
の
整
理
を

通
し
て
校
史
資
料
簡
易
目
録
の
作
成
を
継

続
し
て
行
う
こ
と
で
、
校
史
資
料
の
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
を
可
能
と
す
る
環
境
整
備
を

進
め
る
。
ま
た
、
同
資
料
収
集
・
整
理
は
、

周
年
事
業
（
年
史
編
纂
事
業
等
）
に
備
え

た
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
体
制
の
基
盤
強
化
と
す

る
。
資
料
の
展
示
に
つ
い
て
は
、
本
学
博

物
館
と
の
協
働
に
よ
り
、
常
設
展
示
（
校

史
展
示
室
）
に
資
料
整
理
の
成
果
を
還
元

す
る
。

　

さ
ら
に
、
校
史
資
料
の
整
理
・
保
存
・

活
用
の
一
環
と
し
て
、
公
開
・
閲
覧
を
視

野
に
入
れ
た
外
部
委
託
に
よ
る
資
料
の
デ

ジ
タ
ル
化
を
行
う
。

　

②
に
つ
い
て
は
、
⑴
共
通
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
神
道
と
文
化
」
サ
ブ
テ
キ
ス
ト
の

改
訂
と
当
該
教
材
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

の
集
計
・
分
析
、
⑵
本
学
博
物
館
に
お
け

る
常
設
展
示
・
特
集
展
示
・
企
画
展
示
を

通
じ
た
事
業
成
果
の
公
開
、
⑶
『
國
學
院

大
學　

校
史
・
学
術
資
産
研
究
』（
本
セ

ン
タ
ー
紀
要
）
及
び
『
校
史
』（
本
セ
ン

タ
ー
一
般
向
け
冊
子
）
に
お
け
る
事
業
成

果
の
発
信
を
軸
に
、
研
究
成
果
の
社
会
還

元
と
教
育
で
の
活
用
を
推
進
す
る
。

前
年
度
の
研
究
成
果

　

平
成
三
十
年
度
は
、
前
記
の
自
校
史
研

究
の
基
盤
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
下

記
の
成
果
公
開
を
行
っ
た
。

　

ま
ず
、
本
学
博
物
館
に
お
け
る
展
示
と

し
て
、
①
特
集
展
示
「
教
派
神
道
と
皇
典

講
究
所
・
國
學
院
大
學
」（
平
成
三
十
年

五
月
二
十
六
日
～
七
月
八
日
）、
②
特
集

展
示
「
有
栖
川
宮
家
・
高
松
宮
家
ゆ
か
り

の
新
収
蔵
品
展
」（
平
成
三
十
年
十
月
五

日
～
十
月
二
十
二
日
）
を
行
っ
た
。

　

次
に
、
平
成
二
十
八
年
度
の
成
果
刊
行

物
『
國
學
院
の
古
典
学
』（
平
成
二
十
九

年
三
月
）
を
増
補
改
訂
し
て
刊
行
し
た
。

こ
れ
は
本
セ
ン
タ
ー
の
校
史
研
究
部
門
と

学
術
資
産
研
究
部
門
の
両
部
門
の
研
究
成

果
を
融
合
さ
せ
た
も
の
で
、
既
に
掲
載
し

て
い
た
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』『
万
葉

集
』『
源
氏
物
語
』
及
び
和
歌
に
関
す
る

国
学
・
本
学
の
学
問
史
に
加
え
、
自
校
史

の
概
要
及
び
年
譜
、『
延
喜
式
』
の
国
学
・

本
学
の
学
問
史
に
関
す
る
事
項
を
増
補
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
本
学
の
沿
革
を
踏
ま
え

た
上
で
、
近
世
国
学
か
ら
連
な
る
本
学
の

学
問
史
を
幅
広
い
視
点
か
ら
一
覧
で
き
る

書
籍
と
し
て
研
究
成
果
を
社
会
一
般
に
還

元
す
る
と
と
も
に
、
併
せ
て
本
セ
ン
タ
ー

両
部
門
の
研
究
成
果
を
有
機
的
に
結
び
つ

け
る
試
み
と
し
た
。

　

さ
ら
に
、
平
成
二
十
九
年
度
か
ら
広
報

課
と
の
連
携
に
よ
り
『
國
學
院
大
學
学

報
』
に
連
載
し
て
き
た
「
学
問
ノ
道
」
で

は
、
飯
田
町
か
ら
渋
谷
へ
の
校
地
移
転
や

戦
後
の
新
制
文
学
部
設
に
関
わ
る
事
項
、

人
物
で
は
武
田
祐
吉
、
樋
口
清
之
、
山
田

顕
義
、
石
田
幹
之
助
、
折
口
信
夫
等
に
つ

い
て
紹
介
し
、
教
職
員
、
学
生
を
は
じ
め

院
友
と
い
っ
た
幅
広
い
層
へ
自
校
史
を
発

信
し
た
。

　

他
方
、「
資
料
の
収
集
・
整
理
」
に
つ

い
て
は
、
学
内
外
か
ら
の
自
校
史
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、

資
料
寄
贈
の
対
応
を
行
っ
た
。
ま
た
、
収

蔵
庫
内
の
校
史
資
料
に
つ
い
て
は
、
前
年

度
に
引
き
続
き
集
中
的
な
整
理
を
行
い
、

新
た
な
校
史
資
料
の
目
録
作
成
を
継
続
し

て
行
っ
て
い
る
。

な
お
、
校
史
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ

い
て
は
、
本
セ
ン
タ
ー
所
蔵
音
声
テ
ー
プ

（
入
学
式
、
周
年
事
業
、
教
員
講
演
録
等
）

一
二
七
点
、
國
學
院
大
學
校
史
資
料
課
編

『
國
學
院
大
學
百
年
史
』
上
・
下
巻
（
学

校
法
人
國
學
院
大
學
、
平
成
六
年
）
の
デ

ジ
タ
ル
化
を
実
施
し
、
今
後
の
年
史
編
纂

事
業
へ
の
便
に
供
す
る
た
め
の
基
礎
資
料

と
し
た
。

　

最
後
に
、「
教
育
活
動
へ
の
支
援
」
に

つ
い
て
は
、
共
通
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
神

道
と
文
化
」
サ
ブ
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
本
セ

ン
タ
ー
編
『
國
學
院
大
學
の
歴
史
』（
教

育
開
発
推
進
機
構
共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
発

行
）
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
関
係
機

関
・
部
署
と
共
同
で
実
施
し
た
。

本
年
度
の
事
業
計
画

　

校
史
資
料
整
理
に
つ
い
て
は
、
本
年
度

中
に
本
学
の
内
部
資
料
と
し
て
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
る
「
校
史
資
料
簡
易
目
録
」

と
し
て
の
完
成
を
目
指
す
。
ま
た
、
平
成

三
十
年
度
に
新
た
に
収
蔵
し
た
有
栖
川
宮

家
資
料
に
つ
い
て
の
調
査
・
目
録
作
成
を

開
始
す
る
一
方
で
、
随
時
本
学
博
物
館
に

お
い
て
展
示
公
開
す
る
。

　

上
記
の
資
料
収
集
、
整
理
、
研
究
、
成

果
公
開
を
継
続
し
て
行
う
ほ
か
、
校
史
資

料
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
に
関
す
る
研
究
会
を

開
催
す
る
こ
と
で
、
本
学
の
自
校
史
に
関

す
る
情
報
の
共
有
し
、
そ
の
研
究
内
容
の

深
化
を
図
る
。
そ
こ
で
得
ら
れ
た
成
果

は
、
本
学
博
物
館
に
お
け
る
常
設
展
示
や

特
集
展
示
、
展
示
品
解
説
シ
ー
ト
の
作

成
・
配
布
を
通
じ
て
、
随
時
公
開
し
て
い

く
と
と
も
に
、
本
セ
ン
タ
ー
の
教
員
・
研

究
員
が
担
当
す
る
授
業
等
で
の
一
部
活
用

も
行
う
。

ま
た
、『
学
報
』に
お
け
る「
学
問
ノ
道
」

の
連
載
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
広
く
教
職

員
・
学
生
・
院
友
に
向
け
て
自
校
史
を
認

識
す
る
機
会
を
提
供
す
る
。

　

な
お
、
本
年
度
も
大
学
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ

の
デ
ジ
タ
ル
化
を
目
指
し
、
引
き
続
き
外

部
委
託
に
よ
る
校
史
所
管
資
料
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
行
う
。

�

（
文
責
・
渡
邉　

卓
）

校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー　

平
成
三
十
一
／
令
和
元
年
度
事
業
計
画
①

　

國
學
院
大
學
に
お
け
る
大
学
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
体
制
の
基
盤
整
備
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事
業
の
目
的
と
概
要

　
「
國
學
院
大
學
に
お
け
る
学
術
資
産
研

究
の
可
視
化
」
研
究
事
業
（
以
下
・
本
研

究
事
業
）
は
、
本
学
の
学
術
資
産
を
調

査
・
研
究
し
、
学
術
資
産
の
研
究
を
深
め

る
と
と
も
に
、
そ
の
研
究
成
果
を
可
視
化

し
て
、
広
く
社
会
に
還
元
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

　

本
研
究
事
業
は
、
本
セ
ン
タ
ー
研
究
事

業
の
う
ち
、「
本
学
所
蔵
の
学
術
資
産
に

関
す
る
研
究
」、「
資
料
の
収
集
、
整
理
及

び
展
示
」。「
折
口
博
士
記
念
古
代
研
究
所

並
び
に
河
野
博
士
記
念
室
及
び
武
田
博
士

記
念
室
に
関
す
る
資
料
の
研
究
」
の
分
野

を
担
い
つ
つ
、
平
成
二
十
九
年
四
月
に
策

定
さ
れ
た
「
二
十
一
世
紀
研
究
教
育
計
画

（
第
四
次
）」
に
示
さ
れ
る
「
校
史
お
よ

び
貴
重
史
資
料
の
整
備
と
、
そ
れ
を
活
用

し
た
調
査
・
研
究
・
教
育
の
推
進
」、「
学

術
資
産
の
活
用
」
に
基
づ
き
、
研
究
事
業

を
推
進
す
る
。

　

具
体
的
に
は
、
國
學
院
大
學
図
書
館
と

連
携
し
つ
つ
、
本
学
が
有
す
る
学
術
資
産

を
研
究
し
、
そ
の
価
値
を
見
い
だ
す
。
ま

た
、
貴
重
書
以
外
の
特
殊
文
庫
に
も
注
目

し
て
、
河
野
省
三
、
武
田
祐
吉
、
宮
地
直

一
を
始
め
と
し
、
本
学
に
ゆ
か
り
の
深
い

人
物
が
所
蔵
し
て
い
た
資
料
に
つ
い
て
、

①
資
料
そ
の
も
の
の
価
値
、
②
伝
来
、
③

本
学
と
の
関
わ
り
の
３
点
か
ら
研
究
す
る

こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に
研

究
利
用
さ
れ
、
継
承
さ
れ
、
活
用
さ
れ
て

き
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
れ
に
よ

り
学
術
資
産
を
校
史
及
び
研
究
史
に
結
び

付
け
る
試
み
を
行
う
。

　

こ
れ
ら
は
、
本
学
の
学
術
資
産
お
よ
び

そ
の
研
究
成
果
（「
本
学
固
有
の
価
値
」）

を
内
外
に
発
信
す
る
た
め
の
基
盤
整
備
の

一
環
で
あ
り
、
研
究
者
に
よ
る
高
度
な
学

術
資
産
の
活
用
と
本
学
の
教
育
活
動
で
の

活
用
と
い
っ
た
、
す
そ
野
の
広
い
成
果
が

期
待
さ
れ
、
研
究
と
教
育
と
を
有
機
的
に

結
び
付
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　

以
上
の
活
動
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
新
た

な
知
見
は
、
本
セ
ン
タ
ー
の
紀
要
で
あ
る

『
國
學
院
大
學　

校
史
・
学
術
資
産
研
究
』

や
一
般
向
け
冊
子
で
あ
る
『
校
史
』
に
発

表
す
る
と
と
も
に
、
自
校
史
教
育
の
場
で

の
活
用
を
試
み
る
。
ま
た
、
博
物
館
に
お

け
る
展
示
を
通
し
て
、
学
術
資
産
及
び
研

究
成
果
を
発
信
し
、
校
地
・
渋
谷
を
は
じ

め
と
す
る
社
会
へ
還
元
す
る
。

前
年
度
の
研
究
成
果

　

本
研
究
部
門
に
お
け
る
学
術
資
産
研
究

の
成
果
の
社
会
還
元
は
、
本
学
図
書
館
デ

ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
や
本
学
博
物
館
展

示
を
通
し
て
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
ず
、
本
学
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
に
つ
い
て
本
年
度
は
、『
南
都
興

福
寺
文
書
』（
四
巻　

十
八
点
）、『
古
今

集
遠
鏡
』（
巻
第
十
四
、
本
居
宣
長
草
稿

本
）
の
他
、
令
和
元
年
十
一
月
に
斎
行
さ

れ
る
大
嘗
祭
関
連
資
料
と
し
て
『
大
嘗
会

供
神
膳
秘
説
』、『
大
嘗
会
式
画
図
』、『
大

嘗
図
（
大
嘗
会
図
）』、『
大
嘗
会
御
記
』、

『
大
嘗
会
之
記
』、『
大
嘗
会
雑
記
』
と
い
っ

た
典
籍
・
資
料
に
関
す
る
解
説
や
書
誌
、

写
真
デ
ー
タ
を
本
学
図
書
館
と
の
協
働
に

よ
り
、
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
掲
載

し
た
。

　

次
に
、
本
学
博
物
館
に
お
け
る
本
学
所

蔵
学
術
資
産
の
展
示
に
つ
い
て
本
年
度

は
、
来
年
度
に
予
定
し
て
い
る
本
学
博
物

館
に
お
け
る
展
示
の
準
備
期
間
と
し
た
。

具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
「
和
歌
関
連
資

料
」「
中
世
文
書
」「
近
世
文
書
」
を
予
定

し
、
各
担
当
研
究
員
を
配
置
し
て
資
料
の

調
査
・
研
究
を
進
め
た
。

　

ま
た
、
本
研
究
部
門
の
課
題
と
し
て
い

た
校
史
研
究
部
門
と
の
連
携
に
つ
い
て

は
、『
國
學
院
の
古
典
学
』
の
増
補
・
改

訂
に
際
し
て
、
校
史
の
通
史
や
略
年
譜
を

付
す
こ
と
で
、
校
史
研
究
と
学
術
資
産
研

究
の
一
層
の
融
合
を
図
っ
た
。

本
年
度
の
実
施
計
画

　

本
年
度
も
引
き
続
き
、
本
学
図
書
館
デ

ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
博
物
館
校
史
展
示
室
に
お
い

て
、
貴
重
書
を
は
じ
め
と
す
る
学
術
資
産

の
研
究
成
果
を
用
い
た
企
画
展
や
特
集
展

示
を
行
う
。

　

博
物
館
展
示
に
つ
い
て
は
、
企
画
展

「
和
歌
万
華
鏡
―
万
葉
集
か
ら
折
口
信
夫

ま
で
―
」（
平
成
三
十
一
年
四
月
二
十
七

日
～
令
和
元
年
六
月
二
十
三
日
）
を
既
に

開
催
す
る
と
と
も
に
、
特
集
展
示
「
覇
者

た
ち
の
中
世
」（
令
和
元
年
六
月
二
十
九

日
～
令
和
元
年
八
月
二
十
五
日
）、
さ
ら

に
近
世
文
書
に
関
す
る
特
集
展
示
（
令
和

元
年
十
一
月
一
日
～
令
和
元
年
十
二
月

十
五
日
）
を
計
画
し
て
い
る
。

　

本
事
業
の
進
捗
や
成
果
に
つ
い
て
は
、

博
物
館
に
お
け
る
展
示
の
ほ
か
、
各
年
度

に
発
行
す
る
『
國
學
院
大
學 
校
史
・
学

術
資
産
研
究
』
や
『
校
史
』
に
お
い
て
報

告
す
る
。

　

な
お
、
本
年
度
か
ら
は
広
報
課
と
の
連

携
に
よ
り
、「
未
来
に
つ
な
ぐ
学
術
資
産

研
究
ノ
ー
ト
」
を
本
学
『
学
報
』
の
新
連

載
と
し
て
開
始
し
た
。
こ
の
連
載
は
、
本

学
教
員
及
び
研
究
員
が
本
学
所
蔵
の
学
術

資
料
を
紹
介
し
、
本
学
の
研
究
や
校
史
、

学
術
資
産
へ
の
理
解
促
進
を
は
か
る
と
と

も
に
、
研
究
・
教
育
、
ひ
い
て
は
本
学
の

ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。
こ
の
連
載
が
開
始
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、「
二
十
一
世
紀
研
究
教
育

計
画
（
第
四
次
）」
に
示
さ
れ
た
戦
略
１

「
社
会
は
、
國
學
院
大
學
が
持
つ
固
有
の

価
値
を
評
価
し
、
学
生
・
卒
業
生
は
、
大

学
に
誇
り
を
持
っ
て
い
る
。」
に
対
し
て
、

よ
り
一
層
寄
与
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

�

（
文
責
・
渡
邉　

卓
）

校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー　

平
成
三
十
一
／
令
和
元
年
度
事
業
計
画
②

　

國
學
院
大
學
に
お
け
る
学
術
資
産
研
究
の
可
視
化

『國學院の古典学』
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文
部
科
学
省
二
十
一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
神
道
と
日
本
文
化
の
国
学
的
研

究
発
信
の
拠
点
形
成
」（
Ｃ
Ｏ
Ｅ
事
業
・

平
成
十
四
年
度
～
十
八
年
度
）
に
お
け
る

拠
点
機
能
を
継
承
・
発
展
さ
せ
る
べ
く
、

平
成
十
九
年
四
月
、
研
究
開
発
推
進
機
構

は
発
足
し
た
。
Ｃ
Ｏ
Ｅ
事
業
は
、
建
学
の

精
神
・
理
念
の
よ
り
一
層
の
闡
明
・
明
確

化
を
目
的
と
す
る
國
學
院
大
學
二
十
一
世

紀
研
究
教
育
計
画
の
中
核
と
な
る
重
点
的

施
策
と
し
て
推
進
さ
れ
た
事
業
で
あ
り
、

本
研
究
事
業
は
、
そ
の
Ｃ
Ｏ
Ｅ
事
業
を
継

承
し
、
神
道
・
日
本
文
化
の
研
究
を
さ
ら

に
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
院

友
神
職
会
を
は
じ
め
と
す
る
神
社
界
か
ら

の
指
定
寄
附
金
等
の
外
部
資
金
を
基
に
実

施
さ
れ
る
。

　

本
年
度
は
、「（
一
）
近
代
の
神
道
及
び

神
職
・
国
学
者
に
関
す
る
研
究
」、「（
二
）

神
道
・
国
学
に
関
す
る
学
内
資
料
の
調

査
・
研
究
」、「（
三
）
伝
統
文
化
・
神

社
・
地
域
と
共
存
社
会
の
研
究
」、「（
四
）

私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業

「「
古
事
記
学
」
の
推
進
拠
点
形
成
―
世

界
と
次
世
代
に
語
り
継
ぐ
『
古
事
記
』
の

先
端
的
研
究
・
教
育
・
発
信
―
」
推
進
の

た
め
の
実
務
的
運
営
」、「（
五
）
霧
島
神

宮
の
研
究
」、「（
六
）
北
海
道
神
宮
の
研

究
」、「（
七
）
神
道
・
日
本
文
化
研
究
の

国
際
比
較
と
国
内
外
の
研
究
者
間
の
連
携

強
化
」、「（
八
）
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー

研
究
会
の
実
施
」、「（
九
）『
國
學
院
大
學

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
の

刊
行
」
の
各
事
業
を
実
施
す
る
。

前
年
度
の
成
果
と
本
年
度
の
計
画

（
一
）
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
八
年

度
以
降
、
資
料
調
査
、
研
究
会
、『
研
究

開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
へ
の
成

果
発
表
な
ど
を
実
施
し
て
き
た
。
本
年
度

も
引
き
続
き
、
調
査
・
研
究
を
進
め
る
と

と
も
に
、
成
果
論
集
と
し
て
『
近
代
の
神

道
と
社
会
（
仮
）』
を
令
和
二
年
一
月
に

刊
行
す
る
べ
く
、
研
究
報
告
会
を
開
催

し
、
執
筆
・
編
集
作
業
な
ど
を
進
め
て
い

く
。
な
お
、
同
論
集
は
、
明
治
維
新
の
理

念
で
あ
る
神
武
創
業
の
始
に
基
づ
く
祭
政

一
致
の
構
想
を
根
幹
と
し
て
展
開
し
た
近

代
神
道
の
諸
相
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
途
に
、
制
度
・
組
織
・
人
物
等
の
多
様

な
観
点
か
ら
「
近
代
の
神
道
と
社
会
」
を

検
討
す
る
こ
と
を
刊
行
趣
旨
と
す
る
。

（
二
）
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
に
引
き

続
き
、
本
セ
ン
タ
ー
研
究
事
業
全
般
に
係

る
神
道
・
国
学
に
関
す
る
書
籍
・
雑
誌
を

対
象
と
し
て
、
資
料
の
調
査
・
研
究
を
実

施
す
る
。

（
三
）
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
、
二
回

の
公
開
研
究
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、

東
日
本
大
震
災
被
災
地
の
復
興
に
関
す

る
調
査
、
公
開
研
究
会
記
録
の
編
集
作

業
（『
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
紀

要
』
第
十
三
号
に
掲
載
）
な
ど
を
実
施
し

た
。
本
年
度
も
引
き
続
き
、「
共
存
社
会

の
構
築
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
東
日
本
大

震
災
被
災
地
の
復
興
調
査
を
進
め
る
と
と

も
に
、
特
に
伝
統
文
化
や
神
社
・
地
域
を

対
象
と
す
る
研
究
を
中
心
と
し
て
推
進
す

る
予
定
で
あ
る
。

（
四
）
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
に
引
き

続
き
、
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

事
業
「「
古
事
記
学
」
の
推
進
拠
点
形
成

―
世
界
と
次
世
代
に
語
り
継
ぐ
『
古
事

記
』
の
先
端
的
研
究
・
教
育
・
発
信
―
」

に
お
け
る
年
次
計
画
に
基
づ
き
、
円
滑
な

事
業
推
進
、
運
営
を
実
施
す
る
（
同
事
業

の
成
果
報
告
、
事
業
計
画
な
ど
に
つ
い
て

は
、
本
誌
十
一
頁
参
照
）。

（
五
）
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
、
資
料

調
査
、
研
究
会
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

霧
島
神
宮
誌
編
纂
委
員
会
事
務
局
（
霧
島

神
宮
）
と
連
係
し
、
編
纂
委
員
会
に
お
け

る
意
見
調
整
、『
霧
島
神
宮
誌
』
に
係
る

執
筆
・
編
集
作
業
な
ど
を
進
め
た
。
本
年

度
は
、『
霧
島
神
宮
誌
』
を
本
年
十
月
ま

で
に
刊
行
す
る
こ
と
を
目
途
に
、
執
筆
・

編
集
作
業
を
進
め
て
い
く
。

（
六
）
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
、
北
海

道
神
宮
及
び
札
幌
ま
つ
り
の
歴
史
に
関
す

る
資
料
の
調
査
・
研
究
を
進
め
た
。
本
年

度
は
、
北
海
道
神
宮
御
鎮
祭
百
五
十
年
及

び
第
百
四
十
回
札
幌
ま
つ
り
を
記
念
す
る

書
籍
と
し
て
、
北
海
道
神
宮
及
び
札
幌
ま

つ
り
の
歴
史
を
通
史
的
に
捉
え
る
こ
と

を
目
途
に
、
本
年
九
月
ま
で
に
刊
行
す

る
『
札
幌
ま
つ
り
と
北
海
道
神
宮
の
歴
史
』

に
係
る
執
筆
・
編
集
作
業
を
進
め
て
い
く
。

（
七
）
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
、
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
Ｏ
・
ラ
イ

シ
ャ
ワ
ー
日
本
研
究
所
へ
、
武
田
幸
也
助

教
を
派
遣
し
（
平
成
二
十
九
年
四
月
～
平

成
三
十
一
年
三
月
）、
研
究
交
流
を
お
こ

な
う
と
と
も
に
、
明
治
神
宮
国
際
神
道
文

化
研
究
所
と
の
研
究
交
流
、
明
治
聖
徳
記

念
学
会
と
の
共
催
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

神
道
文
化
会
と
の
共
催
公
開
講
演
会
な
ど

を
実
施
し
た
。
本
年
度
も
引
き
続
き
、
研

究
者
間
の
連
携
強
化
に
努
め
る
と
と
も

に
、
神
道
文
化
会
公
開
講
演
会
「
皇
位
継

承
儀
礼
を
考
え
る
」（
六
月
二
十
二
日
）、

明
治
聖
徳
記
念
学
会
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
戦
後
の
神
社
神
道
」（
七
月
十
三
日
）
な

ど
を
共
催
事
業
と
し
て
実
施
す
る
。

（
八
）
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
、「
近
代

の
神
道
及
び
神
職
・
国
学
者
に
関
す
る

研
究
」
に
係
る
成
果
発
表
を
中
心
と
し

て
、
研
究
会
を
計
六
回
実
施
し
た
。
本
年

度
は
、
成
果
論
集
『
近
代
の
神
道
と
社
会

（
仮
）』
の
執
筆
者
に
よ
る
研
究
報
告
を

中
心
と
し
て
、
随
時
研
究
会
を
開
催
し
、

議
論
を
深
め
て
い
く
。

（
九
）
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
、
本
セ

ン
タ
ー
研
究
事
業
の
成
果
刊
行
物
と
し

て
、
宮
本
誉
士
「
霧
島
神
宮
の
近
代
―
官

幣
大
社
列
格
及
び
勅
祭
社
昇
格
運
動
の
経

緯
―
」、
黒
岩
昭
彦
「「
八
紘
一
宇
」
か

ら
「
八
紘
為
宇
」
へ
―
文
部
省
・
教
学

局
・
国
民
精
神
文
化
研
究
所
の
「
転
換
」

―
」、
半
田
竜
介
「
岩
倉
具
視
の
国
葬
と

神
葬
祭
」、
神
杉
靖
嗣
「
松
代
藩
士
長
谷

川
昭
道
の
思
想
―
神
観
と
皇
道
を
中
心
に

―
」、
河
村
忠
伸
「
神
道
青
年
全
国
協
議

会
に
よ
る
大
嘗
祭
前
の
大
祓
の
歴
史
的
意

義
―
「
神
社
神
道
」
の
本
質
を
考
え
る
た

め
の
一
事
例
と
し
て
―
」、
東
郷
茂
彦
「
皇

統
一
系
に
つ
い
て
の
一
考
察
―
そ
の
伝
統

の
本
質
を
求
め
て
―
」、
冬
月
律
「
過
疎

地
神
社
の
現
況
と
氏
子
意
識
―
高
知
県
旧

窪
川
町
の
神
社
と
氏
子
の
調
査
―
」、
秋

野
淳
一
「
企
業
の
参
加
と
都
市
祭
り
に
関

す
る
一
考
察
―
東
京
の
神
田
祭
・
山
王

祭
・
渋
谷
の
祭
礼
を
中
心
に
―
」、「〈
研

究
会
記
録
〉
平
成
二
十
九
年
度
共
存
学
公

開
研
究
会
「
復
興
・
伝
統
文
化
と
地
域
の

自
立
性
」」
を
掲
載
す
る
第
十
三
号
（
平

成
三
十
一
年
三
月
）
を
刊
行
し
た
。
本
年

度
も
引
き
続
き
、
第
十
四
号
（
令
和
二
年

三
月
）
を
編
集
・
刊
行
す
る
予
定
で
あ
る
。

�

（
文
責
・
宮
本
誉
士
）

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー　

平
成
三
十
一
／
令
和
元
年
度
事
業
計
画
①

　

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
事
業
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事
業
の
目
的

本
事
業
は
、
平
成
十
三
年
の
本
学
創
立

百
二
十
周
年
記
念
学
術
関
係
事
業
を
契
機

と
し
て
発
足
し
た
「
渋
谷
学
研
究
会
」
を

基
盤
と
し
て
、
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
り
実
施
し
て
き
た

研
究
事
業
の
蓄
積
を
活
用
し
、
渋
谷
の
都

市
形
成
と
現
在
進
行
中
の
再
開
発
事
業
を

焦
点
と
し
て
、
渋
谷
駅
前
地
域
の
商
業
施

設
や
商
店
街
、
渋
谷
川
、
さ
ら
に
は
広
域

渋
谷
圏
と
称
さ
れ
る
地
域
（
原
宿
駅
、
表

参
道
駅
、
恵
比
寿
駅
、
代
官
山
駅
周
辺
）

な
ど
に
も
着
目
し
、
当
該
テ
ー
マ
に
関

す
る
諸
相
を
検
討
す
る
研
究
事
業
で
あ

る
。
平
成
三
十
年
度
か
ら
の
三
カ
年
計
画

で
実
施
す
る
本
事
業
は
、
本
年
度
で
二
年

目
と
な
る
。
当
該
テ
ー
マ
の
検
討
に
当
っ

て
は
、
そ
の
基
盤
と
な
る
関
連
資
料
の
収

集
・
整
理
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
本
学

が
擁
す
る
歴
史
学
・
地
理
学
・
民
俗
学
・

経
済
学
・
宗
教
学
な
ど
の
各
研
究
分
野
か

ら
の
総
合
的
か
つ
学
際
的
な
検
証
に
基
づ

き
、
渋
谷
の
都
市
形
成
過
程
を
動
態
的

に
把
握
す
る
こ
と
、「
共
存
社
会
の
構
築
」

を
考
え
る
こ
と
を
目
途
と
す
る
。

前
年
度
の
成
果
と
本
年
度
の
計
画

前
年
度
は
、
歴
史
学
・
地
理
学
・
民
俗

学
・
経
済
学
・
宗
教
学
等
の
各
学
問
領
域

に
お
け
る
資
料
の
把
握
及
び
収
集
・
整
理

を
主
た
る
目
的
と
す
る
基
礎
的
調
査
を
実

施
す
る
べ
く
、
渋
谷
の
都
市
形
成
と
再
開

発
に
関
す
る
資
料
の
把
握
及
び
収
集
・
整

理
を
実
施
し
た
。
具
体
的
に
は
、
渋
谷
関

係
図
書
の
目
録
作
成
、『
渋
谷
区
ニ
ュ
ー

ス
』、『
統
計
渋
谷
』、
住
宅
地
図
の
収
集

な
ど
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で

の
研
究
事
業
に
お
い
て
収
集
し
て
き
た
資

料
の
目
録
作
成
な
ど
も
実
施
し
た
。
ま

た
、
当
該
テ
ー
マ
に
係
る
収
集
資
料
の
整

理
・
検
討
を
お
こ
な
う
際
の
資
料
と
な

る
「
渋
谷
年
表
（
仮
）」
の
作
成
に
着
手

し
、
資
料
を
時
系
列
で
把
握
す
る
べ
く
努

め
た
。
そ
の
ほ
か
、
渋
谷
駅
前
再
開
発
に

よ
っ
て
変
貌
を
遂
げ
る
渋
谷
川
（
稲
荷
橋

～
氷
川
橋
）、
渋
谷
駅
東
口
、
ス
ク
ラ
ン

ブ
ル
交
差
点
、
渋
谷
中
央
街
、
桜
丘
町
な

ど
の
エ
リ
ア
を
中
心
に
現
況
を
写
真
撮
影

し
て
記
録
す
る
「
渋
谷
定
点
観
測
」
を
実

施
し
、
渋
谷
の
再
開
発
に
関
す
る
資
料
と

し
て
収
集
・
整
理
す
る
作
業
を
定
期
的
に

お
こ
な
っ
た
。

ま
た
、
当
該
テ
ー
マ
に
関
す
る
公
開
研

究
会
を
二
回
開
催
し
た
。
平
成
三
十
年
度

第
一
回
渋
谷
学
研
究
会
は
、「
銭
湯
と
渋

谷
―
移
住
者
の
都
市
形
成
史
―
」（
平
成

三
十
一
年
二
月
二
十
三
日
開
催
）
と
題
し

て
、
江
戸
時
代
か
ら
の
居
住
者
を
上
回
る

数
の
移
住
者
が
渋
谷
に
定
着
し
、
都
市
化

を
促
し
て
い
っ
た
こ
と
に
着
目
。
都
市
へ

の
移
住
者
た
ち
が
血
縁
・
地
縁
に
基
づ
く

同
郷
者
集
団
を
形
成
し
、
新
天
地
に
根
づ

い
た
典
型
で
あ
る
北
陸
地
方
出
身
の
「
銭

湯
」
経
営
者
の
事
例
な
ど
を
掲
げ
な
が

ら
、
都
市
生
活
者
に
入
浴
の
機
会
を
提
供

し
た
「
銭
湯
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
歴
史

学
・
民
俗
学
の
双
方
か
ら
分
析
す
る
こ
と

を
目
途
に
掲
げ
て
開
催
し
た
。
当
日
は
、

山
口
拡
氏
（
福
島
県
立
博
物
館
）、
吉
田

律
人
氏
（
横
浜
開
港
資
料
館
）、
羽
毛
田

智
幸
氏
（
横
浜
市
歴
史
博
物
館
）
に
よ
る

個
別
報
告
、
谷
口
貢
氏
（
二
松
學
舎
大

学
）、
服
部
比
呂
美
氏
（
國
學
院
大
學
）

に
よ
る
コ
メ
ン
ト
の
後
、「
銭
湯
」
の
事

例
か
ら
渋
谷
と
東
京
の
都
市
形
成
史
を
見

る
意
義
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
為
さ
れ
た
。

ま
た
、
平
成
三
十
年
度
第
二
回
渋
谷
学
研

究
会
に
お
い
て
は
、「
明
治
神
宮
と
表
参

道
・
渋
谷
の
百
年
―
「
伝
統
」
と
「
未

来
」
を
考
え
る
―
」（
平
成
三
十
一
年
三

月
十
一
日
開
催
）
と
題
し
、
明
治
神
宮
の

創
建
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
の
歩
み
を
振

り
返
り
、
今
後
の
表
参
道
・
渋
谷
を
考
え

る
際
の
参
考
と
な
る
先
人
の
足
跡
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
途
に
、
今
泉
宜
子
氏

（
明
治
神
宮
国
際
神
道
文
化
研
究
所
）
に

研
究
報
告
を
頂
い
た
。

そ
の
他
、
内
部
研
究
会
と
し
て
、
國
學

院
大
學
図
書
館
所
蔵
「
鍋
島
家
松
濤
事
務

所
旧
蔵
鍋
島
家
地
所
関
係
資
料
」
を
は
じ

め
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
事
業
に
お
い
て
収

集
し
た
松
濤
関
係
資
料
を
整
理
・
分
析

し
、
松
濤
地
区
の
形
成
を
学
際
的
に
検
討

す
る
松
濤
研
究
会
を
発
足
さ
せ
、
打
ち
合

わ
せ
会
、
研
究
報
告
会
等
を
実
施
し
た
。

ま
た
、
当
該
テ
ー
マ
に
係
る
刊
行
物
と

し
て
、『
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
渋
谷
学
01
』（
平

成
三
十
一
年
二
月
）
を
刊
行
し
、
本
事

業
の
成
果
を
社
会
還
元
し
た
。
第
一
部
に

は
、
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
の
学
部
授
業
「
國

學
院
の
学
び
（
渋
谷
学
）」
に
お
け
る
山

口
堪
太
郎
氏
（
東
京
急
行
電
鉄
株
式
会

社
）「「
渋
谷
文
化
」
と
駅
周
辺
再
開
発
」、

西
樹
氏
（
シ
ブ
ヤ
経
済
新
聞
）「
シ
ブ
ヤ

経
済
新
聞
と
渋
谷
」
の
授
業
記
録
、
第
二

部
に
は
、
渋
谷
を
テ
ー
マ
と
す
る
コ
ラ

ム
、
第
三
部
に
は
、
渋
谷
定
点
観
測
の
記

録
を
収
録
し
た
。
第
二
部
に
収
録
し
た
コ

ラ
ム
は
、
上
山
和
雄
「
渋
谷
学
松
濤
研
究

会
の
発
足
」、
手
塚
雄
太
「
渋
谷
区
の
誕

生
」、
吉
田
律
人
「
銭
湯
と
渋
谷
―
都
市

移
住
者
の
視
点
か
ら
―
」、
伊
藤
新
之
輔

「
江
戸
の
花
見
と
金
王
桜
」、
服
部
比
呂
美

「
作
家
・
平
岩
弓
枝
と
代
々
木
八
幡
宮
―

作
家
の
原
風
景
―
」、
黒
﨑
浩
行
「
防
災

が
紡
ぎ
出
す
渋
谷
の
人
々
の
つ
な
が
り
」、

飯
倉
義
之
「
渋
谷
、
都
市
伝
説
に
浸
る

街
」、
秋
野
淳
一
「
東
京
渋
谷
の
小
さ
な

神
々
―
再
開
発
と
宗
教
を
め
ぐ
る
一
つ
の

画
期
―
」
の
八
本
で
あ
る
。
そ
の
他
、
平

成
二
十
九
年
度
渋
谷
学
研
究
会
記
録
「
民

俗
芸
能
の
舞
台
講
演
―
そ
の
歴
史
・
意
義

―
」
及
び
研
究
論
文
を
収
録
す
る
『
都
市

民
俗
研
究
』
第
二
十
四
号
（
平
成
三
十
一

年
二
月
）
を
刊
行
し
た
。

本
年
度
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
、
当

該
テ
ー
マ
に
関
す
る
資
料
の
把
握
及
び
収

集
・
整
理
、「
渋
谷
年
表
（
仮
）」
の
作
成
、

渋
谷
関
係
図
書
及
び
収
集
資
料
の
目
録
作

成
、
渋
谷
定
点
観
測
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
渋
谷
学
研
究
会
、
松
濤
研
究
会
を
そ

れ
ぞ
れ
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。
加
え

て
、「
渋
谷
を
科
学
す
る
」
を
テ
ー
マ
と

す
る
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
の
学
部
授
業
「
國

學
院
の
学
び
（
渋
谷
学
）」（
令
和
元
年

度
後
期
）
を
開
講
し
、
研
究
成
果
を
教
育

に
還
元
す
る
。

ま
た
、
本
年
度
の
成
果
刊
行
物
と
し

て
、
前
年
度
実
施
し
た
「
銭
湯
と
渋
谷
―

移
住
者
の
都
市
形
成
史
―
」、「
明
治
神
宮

と
表
参
道
・
渋
谷
の
百
年
―
「
伝
統
」
と

「
未
来
」
を
考
え
る
―
」
の
研
究
会
記
録
、

渋
谷
を
テ
ー
マ
と
す
る
コ
ラ
ム
、
渋
谷
定

点
観
測
の
成
果
な
ど
を
収
録
す
る
『
ブ
ッ

ク
レ
ッ
ト
渋
谷
学
02
』
を
編
集
・
刊
行
し
、

本
事
業
の
成
果
を
社
会
還
元
す
る
予
定
で

あ
る
。

�

（
文
責
・
宮
本
誉
士
）

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー　

平
成
三
十
一
／
令
和
元
年
度
事
業
計
画
②

二
十
一
世
紀
研
究
教
育
計
画
委
員
会
研
究
事
業

　

渋
谷
の
都
市
形
成
と
再
開
発
に
関
す
る
研
究
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事
業
の
目
的
と
概
要

本
事
業
は
、
平
成
二
十
八
年
度
文
部
科

学
省
「
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

事
業
」（
タ
イ
プ
Ｂ
：
世
界
展
開
型
）
に
、

「「
古
事
記
学
」
の
推
進
拠
点
形
成
―
世

界
と
次
世
代
に
語
り
継
ぐ
『
古
事
記
』
の

先
端
的
研
究
・
教
育
・
発
信
―
」
が
選
定

さ
れ
た
た
め
、
設
置
し
た
古
事
記
学
セ
ン

タ
ー
を
中
心
に
展
開
す
る
事
業
で
あ
る
。

本
事
業
の
目
的
は
、
本
学
で
皇
典
講
究

所
の
創
立
以
来
、
継
続
し
て
き
た
『
古
事

記
』
研
究
を
継
承
・
発
展
し
、
成
果
を
教

育
に
還
元
す
る
こ
と
で
、
本
学
が
世
界
と

次
世
代
に
『
古
事
記
』
を
語
り
継
ぐ
独
自

の
拠
点
と
な
り
、
新
た
な
る
文
化
の
創
造

と
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
に
あ
る
。

平
成
三
十
年
度
の
事
業
報
告

　

昨
年
度
は
、
五
カ
年
計
画
の
中
間
総
括

に
あ
た
る
年
で
あ
り
、
中
間
総
括
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
を
軸
に
事
業
を
推
進

し
た
。
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
宮
崎
県
の

共
催
、
西
都
市
・
宮
崎
県
神
社
庁
の
後
援

で
、
平
成
三
十
年
十
一
月
三
日
、「
古
事

記
と
「
国
家
」
の
形
成
―
古
代
史
と
考
古

学
の
視
点
か
ら
―
」
と
題
し
、
宮
崎
県
立

西
都
原
考
古
博
物
館
に
て
開
催
し
た
（
詳

細
は
本
紙
前
号
十
頁
を
参
照
の
こ
と
）。

そ
の
ほ
か
、
以
下
の
事
業
を
実
施
し
た
。

・�

外
部
機
関
と
連
携
し
た
学
際
的
・
国
際

的
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

・�

外
部
機
関
・
企
業
と
連
携
し
た
各
種
イ

ベ
ン
ト
の
開
催

・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
拡
充

・『
古
事
記
』
入
門
書
の
刊
行

・『
古
事
記
』
関
連
ア
プ
リ
の
公
開

・『
古
事
記
』
の
英
訳
作
成
と
公
開

・
成
果
論
集
『
古
事
記
學
』
第
五
号
刊
行

・
中
間
評
価
の
た
め
の
報
告
書
作
成

　

な
お
中
間
評
価
の
た
め
の
報
告
書
は
、

文
部
科
学
省
に
よ
る
事
業
支
援
期
間
の
見

直
し
の
た
め
作
成
を
見
送
り
、
単
年
度
の

事
業
報
告
書
と
し
た
。
事
業
内
容
の
詳
細

は
「
平
成
三
十
年
度
事
業
報
告
書
」
を
参

照
い
た
だ
き
た
い
。

本
年
度
の
事
業
計
画

文
部
科
学
省
に
よ
る
支
援
期
間
の
見
直

し
の
た
め
、
本
年
度
が
最
終
年
度
と
な
る

が
、
申
請
時
の
計
画
に
従
っ
て
事
業
は
、

推
進
す
る
（
尚
、
支
援
終
了
後
の
一
年
間

は
大
学
事
業
と
し
て
継
続
予
定
）。

本
年
度
の
目
標
は
、「
中
間
評
価
に
基

づ
く
『
古
事
記
』
研
究
の
深
化
と
教
育
シ

ス
テ
ム
の
構
築
」
で
あ
る
が
、
本
事
業
独

自
の
自
己
点
検
・
外
部
評
価
を
、
文
部
科

学
省
の
「
中
間
評
価
」
に
置
き
換
え
、
事

業
を
推
進
す
る
。
具
体
的
な
柱
は
以
下
の

三
点
で
あ
る
。

〈
研
究
〉
国
際
的
な
比
較
研
究
の
推
進

〈
教
育
〉
教
育
実
践
の
本
格
的
開
始

〈
発
信
〉�

博
物
館
連
携
に
よ
る
『
古
事
記
』

関
連
展
示
の
実
施

右
は
、
以
下
に
掲
げ
る
個
別
の
事
業
計

画
を
推
進
す
る
こ
と
で
達
成
を
目
指
す
。

①
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
。

「
伝
統
文
化
の
継
承
」
を
め
ぐ
る
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
二
週
に
亘
り
開
催
予
定
。

②
外
部
機
関
と
連
携
し
た
学
際
的
・
国

際
的
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
。

九
月
に
中
国
・
南
開
大
学
外
国
語
学
院
、

十
一
月
に
ア
メ
リ
カ
・
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

エ
ド
ウ
ィ
ン
・
Ｏ
・
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
日
本

研
究
所
と
連
携
し
た
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
う
。
ま
た
、
来
年
二
月
に
本
学
日

本
文
化
研
究
所
と
共
催
の
国
際
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
も
開
催
予
定
で
あ
る
。

③
外
部
機
関
・
企
業
と
連
携
し
た
各
種

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
。

古
事
記
ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
や
展
示
を

通
し
て
、
各
種
団
体
と
連
携
予
定
。

④
『
こ
ど
も
古
事
記
』
試
用
版
のW

eb

公
開
と
試
用
版
に
基
づ
く
授
業
実
施
。

現
在
作
成
中
の
『
こ
ど
も
古
事
記
』
を

用
い
た
事
業
実
践
を
行
う
。

⑤
『
古
事
記
』
入
門
書
の
授
業
導
入
。

谷
口
雅
博
セ
ン
タ
ー
長
の
執
筆
に
よ
る

『
古
事
記
の
謎
を
ひ
も
と
く
』（
弘
文
堂
、

平
成
三
十
年
四
月
刊
）
を
「
國
學
院
の
学

び
（
古
事
記
を
諸
分
野
か
ら
読
む
）」（
後

期
開
講
）
に
て
用
い
る
。

⑥
博
物
館
連
携
に
よ
る『
古
事
記
』展
示
。

本
セ
ン
タ
ー
作
成
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と

関
連
し
た
展
示
を
、
令
和
二
年
一
月
下
旬

に
行
う
予
定
で
あ
る
。

⑦
『
古
事
記
』
の
英
訳
作
成
と
公
開
。

本
事
業
の
成
果
論
集
で
あ
る
『
古
事
記

學
』
に
掲
載
さ
れ
た
『
古
事
記
』
注
釈
の

英
訳
を
、
本
年
度
も
継
続
し
て
作
成
す
る
。

⑧
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
更
新
。

前
年
度
ま
で
公
開
済
み
の
各
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
補
填
・
更
新
を
お
こ
な
う
。
ま

た
「
器
物
」
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
新
規
作
成

す
る
。

⑨
成
果
論
集『
古
事
記
學
』第
六
号
刊
行
。

右
の
実
施
計
画
の
う
ち
、
発
信
の
柱
と

も
な
る
博
物
館
展
示
は
、
考
古
資
料
に
焦

点
を
当
て
、
令
和
二
年
一
月
下
旬
に
行
う

予
定
で
あ
る
。
同
展
示
で
陳
列
す
る
考
古

資
料
は
全
て
写
真
撮
影
を
し
、
画
像
デ
ー

タ
化
の
上
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
と
あ
わ
せ
て

「
器
物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
と
し
て
、
公
開

中
の
「
古
事
記
研
究
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に

組
み
込
む
予
定
で
あ
る
。

ま
た
過
年
度
よ
り
継
続
し
て
実
施
し
て

い
る
以
下
の
計
画
も
推
進
す
る
。

・
ポ
ス
ド
ク
研
究
員
等
の
雇
用
。

・
学
内
定
例
研
究
会
の
実
施
。

・�『
古
事
記
』
関
連
資
料
収
集
と
デ
ジ
タ

ル
化
。

・
自
己
点
検
・
評
価
、
外
部
評
価
の
実
施
。

・�『
古
事
記
』
関
連
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
環
境

の
整
備
。

・
関
連
団
体
と
連
携
し
た
講
演
等
の
開
催
。

・『
古
事
記
』
関
連
の
特
集
展
示
。

・『
古
事
記
』
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
。

右
計
画
の
う
ち
、「『
古
事
記
』
絵
画
コ

ン
テ
ス
ト
の
開
催
」
は
、
第
三
回
古
事
記

ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
と
し
て
大
学
生
（
大

学
院
生
、
専
門
学
校
生
含
む
）、
昨
年
新

設
さ
れ
た
高
校
生
の
二
部
門
で
開
催
予

定
（
昨
年
度
は
両
部
門
で
三
三
七
点
の
応

募
）。
高
校
生
新
聞
社
を
窓
口
と
し
、
令

和
元
年
七
月
一
日
か
ら
作
品
を
募
り
、
日

本
文
化
へ
の
関
心
を
促
す
。

研
究
成
果
の
公
開
に
つ
い
て

本
事
業
の
研
究
成
果
は
、
学
内
定
例
研

究
会
（
全
七
回
）
に
お
い
て
共
有
さ
れ
る

と
と
も
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
広
く
一
般
へ
と
還
元

す
る
。
ま
た
年
度
末
刊
行
の
成
果
報
告
論

集
『
古
事
記
學
』
第
六
号
（
⑨
）
に
も
報

告
予
定
で
あ
る
。

�

（
文
責
・
渡
邉　

卓
）

古
事
記
学
セ
ン
タ
ー　

平
成
三
十
一
／
令
和
元
年
度
事
業
計
画

　
「
古
事
記
学
」
の
推
進
拠
点
形
成

　

―
世
界
と
次
世
代
に
語
り
継
ぐ
『
古
事
記
』
の
先
端
的
研
究
・
教
育
・
発
信
―
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一
．
事
業
の
目
的

國
學
院
大
學
博
物
館
は
、
建
学
の
精
神

に
基
づ
き
、
日
本
文
化
に
関
す
る
学
術
資

料
を
広
く
調
査
研
究
、
収
集
、
分
類
、
保

管
、
展
示
す
る
と
と
も
に
、
学
術
研
究
の

成
果
の
公
開
・
発
信
を
行
い
、
も
っ
て
研

究
教
育
の
支
援
及
び
社
会
貢
献
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
、（
Ⅰ
）
展
示
公
開
、（
Ⅱ
）
教
育

普
及
、（
Ⅲ
）
環
境
整
備
・
営
繕
、（
Ⅳ
）
運

営
支
援
の
四
つ
を
軸
に
事
業
を
推
進
す
る
。

本
年
度
は
、
右
記
の
事
業
目
的
と
四
つ

の
事
業
軸
に
基
づ
き
、
平
成
三
十
年
度
ま

で
に
実
施
し
て
き
た
博
物
館
の
基
盤
強
化

の
た
め
の
施
策
（
展
示
の
再
構
成
、
多
言

語
化
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
の
運

営
、
環
境
整
備
）
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

二
十
一
世
紀
研
究
教
育
計
画
（
第
四
次
）

に
示
さ
れ
た
「
学
術
資
産
の
活
用
」「
社

会
貢
献
・
地
域
連
携
の
強
化
」
を
推
進
し
、

評
価
指
標
の
達
成
を
目
指
す
。

二
．
本
年
度
事
業
の
概
要

（
Ⅰ
）
展
示
公
開

　

本
学
の
学
術
資
産
を
活
用
し
、
研
究
成

果
を
本
学
学
生
・
社
会
に
対
し
て
公
開
す

る
た
め
、
次
の
展
示
を
行
う
。

（
１
）
常
設
展
示

ａ
．�

三
つ
の
展
示
室
（
考
古
、
神
道
、
校

史
）
に
お
い
て
、
主
に
研
究
開
発
推

進
機
構
内
の
各
機
関
と
協
働
し
つ
つ

実
施
す
る
。

ｂ
．
常
時
、
展
示
替
え
を
行
う
。

ｃ
．�

展
示
構
成
、
解
説
な
ど
に
つ
い
て
、

継
続
的
に
改
善
、
変
更
を
行
う
。

（
２
）
特
別
展
・
企
画
展

本
学
の
学
術
資
産
、
研
究
成
果
、
及
び

学
術
的
・
組
織
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か

し
た
テ
ー
マ
性
を
有
す
る
企
画
展
等
を
計

画
的
に
実
施
す
る
。
ま
た
、
有
機
的
な
連

携
が
可
能
な
外
部
文
化
施
設
・
団
体
等
と

の
関
係
性
を
活
か
し
た
日
本
文
化
の
発
信

を
行
う
こ
と
で
、
当
館
及
び
本
学
の
特
徴

を
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

（
３
）
特
集
展
示
等

前
述
し
た
企
画
展
と
同
様
の
目
的
と
役

割
を
担
う
小
規
模
な
展
示
を
、
各
展
示
室

や
博
物
館
ホ
ー
ル
で
実
施
す
る
。

（
Ⅱ
）
教
育
普
及

研
究
開
発
推
進
機
構
を
含
め
、
本
学
の

研
究
成
果
を
本
学
学
生
の
み
な
ら
ず
、
広

く
社
会
に
対
し
て
も
公
開
し
、
も
っ
て
社

会
貢
献
・
地
域
連
携
の
強
化
を
行
う
た

め
、
各
展
示
に
関
連
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ト
ー
ク
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
講
演
会
な

ど
を
実
施
す
る
。

（
Ⅲ
）
環
境
整
備
・
営
繕

空
気
質
・
温
湿
度
に
つ
い
て
、
正
常
な

状
態
を
維
持
す
る
た
め
の
運
用
を
日
常
的

に
行
い
、
さ
ら
に
Ｉ
Ｐ
Ｍ
（
総
合
的
有
害

生
物
管
理
）
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
外
部

か
ら
借
用
す
る
資
料
を
含
め
、
展
示
・
保

管
資
料
の
保
護
を
行
う
。

（
Ⅳ
）
運
営
支
援

　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
に
お
い
て
、

展
示
に
関
連
す
る
図
録
・
書
籍
、
来
館
の

記
念
と
な
る
グ
ッ
ズ
等
を
販
売
す
る
。
展

示
観
覧
後
も
楽
し
め
る
空
間
と
し
て
提
供

す
る
こ
と
で
、
来
館
者
に
さ
ら
な
る
展

示
へ
の
興
味
や
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
、

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
体
験
の
満
足
度
や
リ
ピ
ー

ト
率
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
評
価
・

口
コ
ミ
の
拡
散
に
よ
る
来
館
者
増
進
な
ど

の
恒
常
的
・
波
及
的
効
果
を
狙
う
。

三
．
実
施
計
画

（
Ⅰ
）
展
示
公
開

（
１
）
常
設
展

ａ
．
展
示
替
え
を
行
う
。

ｂ
．
展
示
構
成
・
解
説
な
ど
の
部
分
的
な

改
善
、
変
更
を
実
施
す
る
。

（
２
）
企
画
展

　

本
年
度
は
、
企
画
展
を
六
回
開
催
す
る
。

ａ
．
企
画
展
「
和
歌
万
華
鏡
―
万
葉
集
か

ら
折
口
信
夫
ま
で
―
」（
四
月
二
十
七
日

～
六
月
二
十
三
日
）

ｂ
．
企
画
展 

新
収
蔵
浮
世
絵
名
品
選「
浮

世
絵
ガ
ー
ル
ズ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
―
江
戸

の
美
少
女
・
明
治
の
お
き
ゃ
ん
―
」（
会

期
：
六
月
二
十
九
日
～
八
月
二
十
五
日
）

ｃ
．
企
画
展
「
有
栖
川
宮
家
・
高
松
宮

家
ゆ
か
り
の
新
収
蔵
品
」（
会
期
：
八
月

三
十
一
日
～
十
月
二
十
七
日
） 

ｄ
．
企
画
展
「
大
嘗
祭
」（
会
期
：
十
一

月
一
日
～
十
二
月
十
五
日
）

ｅ
．
企
画
展
「A

N
T

IQ
U

RIA
N

S

」（
会

期
：
一
月
二
十
五
日
～
三
月
十
五
日
）

ｆ
．
企
画
展
「
春
の
特
別
列
品
」（
会
期
：

三
月
二
十
日
～
）

（
３
）
特
集
展
示
等

特
集
展
示
・
季
節
の
展
示
等
を
各
展
示

室
で
実
施
す
る
。

（
Ⅱ
）
教
育
普
及

　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク
を
企
画
展
毎
に

実
施
し
、
さ
ら
に
展
示
に
関
連
し
た
講
演

会
、
小
学
生
以
上
の
子
供
や
日
本
文
化
に

興
味
を
持
つ
外
国
人
を
対
象
と
し
た
各
種

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
博
物
館
利

用
層
の
拡
大
を
目
指
す
。

（
Ⅲ
）
環
境
整
備
・
営
繕

　

展
示
ケ
ー
ス
内
の
空
気
質
維
持
の
た

め
、
ロ
ー
ケ
ー
ス
の
天
板
を
、
よ
り
有
害

物
質
放
出
量
の
少
な
い
素
材
へ
交
換
す

る
。
さ
ら
に
必
要
に
応
じ
て
ガ
ス
吸
着

シ
ー
ト
の
設
置
・
交
換
、
ケ
ー
ス
内
の
換

気
、
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
に
よ
る
環
境
把
握
等

を
行
う
。
ま
た
、
温
湿
度
測
定
と
評
価
を

定
期
的
に
行
う
。
そ
の
他
、
文
化
財
害
虫

の
侵
入
や
、
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
Ｉ
Ｐ
Ｍ

を
実
施
す
る
。

（
Ⅳ
）
運
営
支
援

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報

発
信
の
推
進
、
多
言
語
に
よ
る
展
示
解
説

の
充
実
と
発
信
、
各
方
面
へ
の
広
報
活

動
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
で
の
図
録

や
グ
ッ
ズ
販
売
を
行
い
、
博
物
館
運
営
の

強
化
を
図
る
。
ま
た
、
来
館
者
ア
ン
ケ
ー

ト
を
分
析
し
、
展
示
や
運
営
の
改
善
を
行

う
。

　

平
成
三
十
年
度
は
、
特
別
展
を
三
回
、

企
画
展
を
四
回
開
催
し
、
年
間
の
総
来
館

者
数
が
七
九
、三
二
六
人
を
記
録
し
た
。

本
年
度
は
、
本
学
の
貴
重
な
学
術
資
産
と

新
収
蔵
品
の
公
開
に
も
力
点
を
置
き
、
国

内
外
の
多
く
の

人
々
に
國
學
院

大
學
の
魅
力
を

伝
え
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
く
。

�（
文
責
・
國
學
院

大
學
博
物
館
）

國
學
院
大
學
博
物
館

　

平
成
三
十
一
／
令
和
元
年
度
事
業
計
画
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平成31／令和元年度　　研究開発推進機構　事業計画及び人事一覧
◇新規研究事業　　　＊研究事業代表者� 令和元年６月１日現在

機関 研究事業名 専任教員 兼担教員 客員研究員 ポスドク研究員 研究補助員 客員教授 共同研究員

日
本
文
化
研
究
所

◇デジタル・ミュージアムの
運営および日本の宗教文化の
研究と教材の国際発信

（H31～33年度）

＊　平藤喜久子
　　星野靖二
　　齋藤公太
　　吉永博彰

黒﨑浩行
シッケタンツ，エリック
藤澤　紫
ヘイヴンズ，ノルマン

加藤久子
ﾌﾚｰﾚ，ﾁｬｰﾙｽﾞ

今井信治
村上　晶

小高絢子
髙田　彩

井上順孝
櫻井義秀
土屋　博
ナカイ，ケイト
山中　弘

天田顕徳　　野口生也
ガイタニディス，ヤニス　　ビュテル，ジャン＝ミシェル
カドー，イヴ　　牧野元紀
塚田穂高　　矢崎早枝子

「國學院大學国学研究プラッ
トフォーム」の展開と国学史
像の再構築

（H30～32年度）

　　齋藤公太 遠藤　潤
＊松本久史

問芝志保
丹羽宣子

林　淳 一戸　渉　　芹口真結子
小平美香　　古畑侑亮
小田真裕　　三ツ松誠

学
術
資
料
セ
ン
タ
ー

館蔵文化財の資料化と研究公
開

（H29～31年度）

　　内川隆志
　　深澤太郎

青木　敬
小川直之
大日方一郎

＊笹生　衛
谷口康浩

阿部常樹
菊地大樹
鳥越多工摩

尾上周平 荒井祐介　　惟村忠志
石井　匠　　大工原豊
伊藤大祐　　田口哲也
植田　真　　山口　晃
奥山　香　　加藤元康
北澤宏明　　栗木　崇

館蔵史資料のデジタル化と研
究公開

（H29～31年度）

　　内川隆志
　　深澤太郎

＊小川直之
黒﨑浩行
吉田敏弘
大日方一郎

 石垣絵美
川嶋麗華

石川岳彦　　野藤　妙
黒田迪子　　平本謙一郎
齋藤しおり

神道祭祀・儀礼の研究と展示
公開

（H29～31年度）

　　大東敬明
　　吉永博彰

＊笹生　衛
加瀬直弥
鈴木聡子

木村大樹
塩川哲朗

岡田莊司

校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー

國學院大學における大学アー
カイヴズ体制の基盤整備

（H29～31年度）

　　大東敬明
　　渡邉　卓
　　髙野裕基

齊藤智朗
＊阪本是丸

戸村　理

荒木優也
田中　潤

大番彩香
齊藤みのり

國學院大學における学術資産
研究の可視化

（H30～32年度）

　　大東敬明
　　渡邉　卓
　　髙野裕基

阪本是丸
矢部健太郎
笹生　衛
加瀬直弥

＊根岸茂夫
野中哲照

荒木優也
髙見澤美紀 
堀越祐一 

 

 遠藤珠紀　　金子　拓

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー

研究開発推進センター研究事
業

　　宮本誉士
　　大東敬明
　　渡邉　卓
　　上西　亘
　　髙野裕基
　　武田幸也

岩瀬由佳
古沢広祐
遠藤　潤
松本久史
太田直之
藤田大誠
加瀬直弥
藤本頼生
黒澤直道
古沢広祐

＊阪本是丸
松本久史
佐藤長門
菅　浩二
武田秀章
谷口雅博
藤本頼生

小山田江津子
神杉靖嗣

 

半田竜介 赤澤史朗 網谷哲成　　津田　勉
河村忠伸　　筒井　裕
黒岩昭彦　　東郷茂彦
康　成文　　戸浪裕之
小林威朗　　中野裕三
坂井久能　　西俣先子
佐々木聖使　　冬月　律
佐藤一伯　　森　悟朗
重村光輝　　宮澤佳廣
大丸真美　　吉田扶希子
高原光啓

國學院大學21世紀研究教育計
画委員会研究事業
｢渋谷の都市形成と再開発に
関する研究｣

（H30～32年度）

　　宮本誉士
　　上西　亘
　　武田幸也

＊阪本是丸 秋野淳一 伊藤新之輔 今泉宜子　　吉田律人

國學院大學博物館

　　内川隆志
　　大東敬明
　　深澤太郎
　　渡邉　卓
　　髙野裕基
　　吉永博彰

＊笹生　衛 尾上周平
木村大樹

朱　岩石
古谷　毅
栁田康雄

粕谷　崇　　安高啓明
中村　大　　山本哲也
中村耕作

古
事
記
学
セ
ン
タ
ー

私立大学研究ブランディング
事業

（平成28年度採択）

　　平藤喜久子
　　渡邉　卓
　　上西　亘
　　武田幸也

青木　敬
齊藤智朗
岩瀬由佳
武田秀章

井上隼人
小野諒巳
キロス・イグナシオ

鶉橋辰成
髙橋俊之

「古事記学」の推進拠点形成
－世界と次世代に語り継ぐ

『古事記』の先端的研究・教
育・発信－

遠藤　潤
＊谷口雅博

黒澤直道
藤澤　紫
阪本是丸
藤田大誠
笹生　衛
藤本頼生
佐藤長門
松本久史
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平成31／令和元年度　研究開発推進機構 人事一覧
機構長 武田秀章

日本文化研究所長 平藤喜久子

学術資料センター長 笹生　衛

校史・学術資産研究センター長 根岸茂夫

研究開発推進センター長 阪本是丸

國學院大學博物館長 笹生　衛

國學院大學博物館副館長
内川隆志
及川　聡

専任教員

教授 内川隆志　　平藤喜久子

准教授 星野靖二　　宮本誉士　　大東敬明　　深澤太郎　　渡邉　卓

助教 上西　亘　　齋藤公太

助教（特別専任） 髙野裕基　　武田幸也　　吉永博彰

兼担教員

教授
岩瀬由佳　　遠藤　潤　　太田直之　　小川直之　　黒﨑浩行　　黒澤直道　　齊藤智朗　　阪本是丸　　笹生　衛
佐藤長門　　菅　浩二　　武田秀章　　谷口雅博　　谷口康浩　　根岸茂夫　　野中哲照　　藤澤　紫　　藤田大誠
松本久史　　古沢広祐　　ヘイヴンズ，ノルマン　　矢部健太郎　吉田敏弘

准教授 青木　敬　　加瀬直弥　　戸村　理　　藤本頼生

助教 シッケタンツ，エリック　　鈴木聡子

助手 大日方一郎

研究員

客員研究員
秋野淳一　　阿部常樹　　荒木優也　　井上隼人　　小野諒巳　　小山田江津子　加藤久子　　神杉靖嗣　　菊地大樹
キロス，イグナシオ　　　曹　咏梅　　髙見澤美紀　田中　潤　　鳥越多工摩　フレーレ，チャールズ　　堀越祐一

ポスドク研究員
今井信治　　鶉橋辰成　　尾上周平　　木村大樹　　塩川哲朗　　高橋俊之　　問芝志保　　丹羽宣子　　半田竜介
村上　晶

研究補助員 石垣絵美　　伊藤新之輔　　小高絢子　　大番彩香　　川嶋麗華　　齊藤みのり　　高田　彩

客員教授
赤澤史朗　　井上順孝　　岡田莊司　　櫻井義秀　　朱　岩石　　土屋　博　　ナカイ，ケイト　　林　淳
古谷　毅　　山中　弘　　栁田康雄

共同研究員

天田顕徳　　網谷哲成　　荒井祐介　　石井　匠　　石川岳彦　　一戸　渉　　伊藤大祐　　今泉宜子　　植田　真
遠藤珠紀　　奥山　香　　小田真裕　　小平美香　　ガイタニディス，ヤニス　粕谷　崇　　加藤元康　　カドー，イヴ
金子　拓　　河村忠伸　　北澤宏明　　栗木　崇　　黒岩昭彦　　黒田迪子　　康　成文　　小林威朗　　惟村忠志
齋藤しおり　坂井久能　　佐々木聖使　佐藤一伯　　重村光輝　　芹口真結子　大工原豊　　大丸真美　　高原光啓
田口哲也　　塚田穂高　　津田　勉　　筒井　裕　　東郷茂彦　　戸浪裕之　　中野裕三　　中村　大　　中村耕作
西俣先子　　野口生也　　野藤　妙　　ビュテル、ジャン＝ミシェル　　平本謙一郎　冬月　律　　古畑侑亮　　牧野元紀
三ツ松誠　　森　悟朗　　宮澤佳廣　　矢崎早枝子　安高啓明　　山口　晃　　山本哲也　　吉田扶希子　吉田律人

平成31／令和元年度　事務局人事
学術メディアセンター事務部長 及川　聡

学術メディアセンター事務部図書館担当部長 柴田克之

学術メディアセンター事務部研究開発推進機構担当次長 山口輝幸

学術メディアセンター事務部情報システム担当次長 堀内弘行

学術メディアセンター事務部情報システム課長 後藤幸雄

学術メディアセンター事務部図書館事務課長 安達　匠

学術メディアセンター事務部研究開発推進機構事務課長 飯塚陽子

学術メディアセンター事務部研究開発推進機構事務課
　　　　　　　　　　　　　　　（國學院大學博物館担当）

藤井哲彦　　小林　香　　小平浩衣　　相川由起　　平川　大
志水志保　　網谷哲成（学芸員）　　佐々木理良（学芸員）
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平
成
三
十
年
度
第
四
回
国
学
研
究
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
公
開
レ
ク
チ
ャ
ー

「
国
学
研
究
へ
の
入
り
口
―
生
涯
学
習

の
観
点
か
ら
―
」、
平
成
三
十
一
年
三

月
四
日
（
月
）
十
八
時
～
二
十
時
、
Ａ

Ｍ
Ｃ
棟
五
階
会
議
室
〇
六
、
講
師
＝
小

田
真
裕
（
船
橋
市
郷
土
資
料
館
学
芸

員
）、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
＝
小
林
威
朗

（
國
學
院
大
學
兼
任
講
師
）、
芹
口
真
結

子
（
一
橋
大
学
大
学
院
特
任
講
師
）

〇
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー

・�

学
術
資
料
セ
ン
タ
ー
研
究
フ
ォ
ー
ラ

ム
「
文
化
財
の
活
用
と
は
何
か
」、

平
成
三
十
一
年
二
月
十
六
日
（
土
）

十
三
時
～
十
六
時
三
十
分
、
五
号
館　

五
二
〇
一
教
室
、
講
師
＝
内
川
隆
志

（
國
學
院
大
學
教
授
）、
小
川
直
之
（
國

學
院
大
學
教
授
）、
建
石
徹
（
奈
良
県

地
域
振
興
部
文
化
財
資
源
活
用
課
長
）、

名
草
康
之
（
奈
良
県
教
育
委
員
会
文
化

財
保
存
課
長
）、
村
上
忠
喜
（
京
都
産

業
大
学
教
授
）、
松
田
陽
（
東
京
大
学

大
学
院
准
教
授
）

○
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー

・�

平
成
三
十
年
度
第
一
回
渋
谷
学
研
究
会

「
銭
湯
と
渋
谷
―
移
住
者
の
都
市
形
成

史
―
」、
平
成
三
十
一
年
二
月
二
十
三

日
（
土
）
十
三
時
三
十
分
～
十
七
時

三
十
分
、
若
木
タ
ワ
ー
地
下
一
階
会
議

室
〇
二
、
報
告
者
＝
山
口
拡
（
福
島
県

立
博
物
館
副
主
任
学
芸
員
）、
吉
田
律

人
（
横
浜
開
港
資
料
館
調
査
研
究
員
）、

羽
毛
田
智
幸
（
横
浜
市
歴
史
博
物
館

主
任
学
芸
員
）、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
＝

谷
口
貢
（
二
松
學
舍
大
學
名
誉
教
授
）、

服
部
比
呂
美
（
國
學
院
大
學
准
教
授
）、

司
会
＝
手
塚
雄
太
（
國
學
院
大
學
助

教
）、
秋
野
淳
一
（
國
學
院
大
學
客
員

研
究
員
）

・�

平
成
三
十
年
度
第
二
回
共
存
学
公
開
研

究
会
「
イ
リ
ベ
ラ
ル
（
非
自
由
主
義

的
）・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
歴
史
と
現
状

―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
「
共
存
」
の

動
向
―
」、
平
成
三
十
一
年
三
月
九
日

（
土
）、
十
四
時
～
十
七
時
三
十
分
、
Ａ

Ｍ
Ｃ
棟
五
階
会
議
室
〇
六
、
報
告
者
＝

佐
藤
俊
輔
（
日
本
国
際
問
題
研
究
所
研

究
員
）、
コ
メ
ン
ト
＝
藤
嶋
亮
（
國
學

院
大
學
准
教
授
）、
磯
村
早
苗
（
國
學

院
大
學
教
授
）、
司
会
＝
茢
田
真
司
（
國

學
院
大
學
教
授
）

・�

平
成
三
十
年
度
第
二
回
渋
谷
学
研
究

会
「
明
治
神
宮
と
表
参
道
・
渋
谷
の
百

年
―
「
伝
統
」
と
「
未
来
」
を
考
え

る
―
」、
平
成
三
十
一
年
三
月
十
一
日

（
月
）
十
八
時
～
十
九
時
三
十
分
、
五
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号
館
二
階
五
二
〇
一
教
室
、
講
師
＝
今

泉
宜
子
（
明
治
神
宮
国
際
神
道
文
化
研

究
所
主
任
研
究
員
）

出　
張

○
日
本
文
化
研
究
所

・�

星
野
靖
二
・
齋
藤
公
太
・
井
上
順
孝
、

「
宗
教
文
化
教
育
に
関
す
る
研
究
会
及

び
調
査
」
の
た
め
、
平
成
三
十
一
年
三

月
二
日
（
土
）
～
三
日
（
日
）、
福
岡

県
福
岡
市

・�

齋
藤
公
太
、「
近
世
・
近
代
の
国
学
・

神
道
関
係
人
物
に
関
わ
る
一
次
資
料
調

査
」
の
た
め
、
平
成
三
十
一
年
三
月
七

日
（
木
）
～
八
日
（
金
）、
愛
知
県
西

尾
市

○
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー

・�

深
澤
太
郎
・
藤
原
正
大
・
石
澤
茉
衣
子
・

武
藤
駿
平
、「
館
蔵
美
濃
須
衛
窯
出
土

須
恵
器
に
関
す
る
現
地
調
査
」
の
た

め
、
平
成
三
十
一
年
二
月
十
三
日
（
水
）

～
二
月
十
四
日
（
木
）、
岐
阜
県
各
務

原
市
、
愛
知
県
名
古
屋
市
・
一
宮
市

・�

内
川
隆
志
・
深
澤
太
郎
、「
保
久
良
神

社
境
内
遺
跡
の
事
前
調
査
」
の
た
め
、

平
成
三
十
一
年
三
月
八
日
（
金
）
～
三

月
九
日
（
土
）、
兵
庫
県
神
戸
市

○
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー

・�

宮
本
誉
士
、「
霧
島
神
宮
所
蔵
資
料
調

査
」
の
た
め
、
平
成
三
十
一
年
一
月

二
十
五
日
（
金
）
～
二
十
七
日
（
日
）、

鹿
児
島
県
霧
島
市

・�

宮
本
誉
士
・
渡
邉
卓
・
髙
野
裕
基
、「
霧

島
神
宮
関
連
資
料
調
査
」
の
た
め
、
平

成
三
十
一
年
二
月
七
日
（
木
）
～
九
日

（
土
）、
宮
崎
県
宮
崎
市

・�

上
西
亘
、「
霧
島
神
宮
関
連
資
料
調
査
」

の
た
め
、
平
成
三
十
一
年
二
月
十
三
日

（
水
）
～
十
四
日
（
木
）、
宮
崎
県
宮
崎

市

・�

古
沢
広
祐
・
黒
﨑
浩
行
・
高
橋
雄
一
、

「
東
日
本
大
震
災
被
災
地
の
復
興
に

関
す
る
現
地
調
査
」
の
た
め
、
平
成

三
十
一
年
二
月
二
十
六
日
（
火
）
～

二
十
八
日
（
木
）、
宮
城
県
気
仙
沼
市
・

南
三
陸
町

・�

宮
本
誉
士
・
大
東
敬
明
、「
北
海
道
神

宮
関
連
資
料
調
査
」
の
た
め
、
平
成

三
十
一
年
三
月
一
日
（
金
）
～
三
日

（
日
）、
北
海
道
札
幌
市

・�

上
西
亘
、「
霧
島
神
宮
関
連
資
料
調
査
」

の
た
め
、
平
成
三
十
一
年
三
月
七
日

（
木
）
～
八
日
（
金
）、
鹿
児
島
県
鹿
児

島
市

・�

渡
邉
卓
・
髙
野
裕
基
、「
霧
島
神
宮
関

連
資
料
調
査
」
の
た
め
、
平
成
三
十
一

年
三
月
十
六
日（
土
）～
十
八
日（
月
）、

鹿
児
島
県
霧
島
市
・
指
宿
市
・
鹿
児
島

市
○
國
學
院
大
學
博
物
館

・�
及
川
聡
、「
平
成
三
十
年
度
特
別
展
［
神

に
捧
げ
た
刀
］
運
営
の
た
め
の
先
行
事

例
視
察
」
の
た
め
、
平
成
三
十
一
年
一

月
十
三
日
（
日
）、
静
岡
県
三
島
市

・�

深
澤
太
郎
・
吉
永
博
彰
、「
平
成
三
十

年
度
特
別
展
［
神
に
捧
げ
た
刀
］
実
施

に
係
る
展
示
資
料
の
集
荷
」
の
た
め
、

平
成
三
十
一
年
一
月
十
七
日
（
木
）、

茨
城
県
鹿
嶋
市

・�

内
川
隆
志
、「
平
成
三
十
年
度
特
別
展

［
神
に
捧
げ
た
刀
］
実
施
に
係
る
展
示

資
料
の
集
荷
」
の
た
め
、
平
成
三
十
一

年
一
月
十
八
日
（
金
）、
静
岡
県
静
岡

市
、
神
奈
川
県
足
柄
下
郡
箱
根
町

・�

大
東
敬
明
・
渡
邉
卓
、「
國
學
院
大
學

博
物
館
特
別
展
・
特
集
展
示
に
関
わ
る

調
査
」
の
た
め
、
平
成
三
十
一
年
三
月

六
日
（
水
）
～
三
月
七
日
（
木
）、
京

都
府
京
都
市

・�

深
澤
太
郎
・
吉
永
博
彰
、「
平
成
三
十

年
度
特
別
展
［
神
に
捧
げ
た
刀
］
実
施

に
係
る
展
示
資
料
の
返
却
」
の
た
め
、

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
日
（
水
）、

茨
城
県
鹿
嶋
市

・�

内
川
隆
志
、「
平
成
三
十
年
度
特
別
展

［
神
に
捧
げ
た
刀
］
実
施
に
係
る
資
料

の
返
却
」
の
た
め
、
三
十
一
年
三
月

二
十
日
（
水
）、
静
岡
県
静
岡
市

○
古
事
記
学
セ
ン
タ
ー

・�

石
井
研
士
・
渡
邉
卓
、「
第
二
回
古
事

記
ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
「
団
体
賞
」
授

与
」
の
た
め
、
平
成
三
十
一
年
二
月

二
十
四
日
（
日
）
～
二
十
五
日
（
月
）、

北
海
道
江
別
市

・�

渡
邉
卓
・
小
平
浩
衣
、「
第
二
回
古
事

記
ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
巡
回
展
示
撤
収

作
業
」
の
た
め
、
平
成
三
十
一
年
三
月

二
十
四
日
（
日
）
～
二
十
五
日
（
月
）、

宮
崎
県
宮
崎
市

刊
行
物

○
全
体

・�

研
究
開
発
推
進
機
構
『
機
構
ニ
ュ
ー

ス
』
通
号
二
十
四
（
平
成
三
十
一
年
二

月
二
十
八
日
発
行
）

・�

研
究
開
発
推
進
機
構
『
國
學
院
大
學
研

究
開
発
推
進
機
構
紀
要
』
第
十
一
号

（
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
発
行
）

○
日
本
文
化
研
究
所

・�

日
本
文
化
研
究
所
『
学
生
宗
教
意
識
調

査　

英
語
版
』（
平
成
三
十
一
年
二
月

二
十
八
日
発
行
）

○
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー

・�
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー
・
國
學
院
大
學
博

物
館
（
考
古
学
資
料
館
部
門
）『
中
世

和
鏡
の
基
礎
的
研
究　

分
析
編
』（
平

成
三
十
一
年
二
月
二
十
八
日
発
行
）

○
校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー

・�

校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー
『
國

學
院
大
學 

校
史･
学
術
資
産
研
究
』
第

十
一
号
（
平
成
三
十
一
年
三
月
七
日
発

行
）

・�

校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー
『
校

史
』
第
二
十
九
号
（
平
成
三
十
一
年
三

月
六
日
発
行
）

・�

校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー
『
國

學
院
の
古
典
学
』（
平
成
三
十
一
年
三

月
六
日
発
行
）

○
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー

・�

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
『
研
究
開
発

推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
第
十
三
号

（
平
成
三
十
一
年
三
月
十
日
発
行
）

・�

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
『
ブ
ッ
ク

レ
ッ
ト
渋
谷
学　

01
』（
平
成
三
十
一

年
二
月
二
十
八
日
発
行
）

・�

都
市
民
俗
学
研
究
会
（
研
究
開
発
推

進
セ
ン
タ
ー
内
）『
都
市
民
俗
研
究
』

第
二
十
四
号
（
平
成
三
十
一
年
二
月

二
十
八
日
発
行
）

○
國
學
院
大
學
博
物
館

・�

國
學
院
大
學
博
物
館
『
國
學
院
大
學
博

物
館
研
究
報
告
』
第
三
十
五
輯
（
平
成

三
十
一
年
二
月
二
十
八
日
発
行
）

○
古
事
記
学
セ
ン
タ
ー

・�

國
學
院
大
學
二
十
一
世
紀
研
究
教
育
計

画
委
員
会
研
究
事
業
・
文
部
科
学
省
私

立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
成

果
報
告
論
集『
古
事
記
學
』第
五
号（
平

成
三
十
一
年
三
月
十
日
発
行
）
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三
世
紀
か
ら
六
世
紀
に
か
け
て
の
古
墳

時
代
に
は
、
大
王
を
葬
っ
た
大
型
前
方
後
円

墳
を
頂
点
と
す
る
古
墳
の
形
態
と
規
模
と

に
よ
っ
て
、
有
力
首
長
と
考
え
ら
れ
る
被
葬

者
や
、
そ
の
母
集
団
の
社
会
的
位
置
付
け

が
明
示
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
古
墳
の
埋
葬
施

設
や
、
副
葬
品
の
埋
納
施
設
に
は
、
被
葬
者

の
佩
用
品
と
し
て
の
必
要
量
を
超
え
た
莫
大

な
「
財
」
が
納
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ

に
含
ま
れ
る
鉄
製
武
器
・
武
具
は
、
鉄
製
で

あ
る
が
故
に
素
材
を
再
利
用
さ
れ
る
可
能

性
も
あ
っ
た
中
、
副
葬
品
に
加
え
ら
れ
て
い

た
た
め
、
幸
い
に
し
て
今
日
に
姿
を
留
め
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
こ
で
紹
介
す
る
眉ま

び

庇さ
し

付つ
き

冑か
ぶ
と

は
、
古
墳
時

代
中
期
・
後
期
に
あ
た
る
五
世
紀
前
半
か
ら

七
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
日
本
列
島
に
お
い

て
生
産
さ
れ
た
冑
の
一
つ
で
あ
る
。
在
来
の

帯
金
式
甲
冑
を
製
作
す
る
技
法
か
ら
影
響

を
受
け
て
お
り
、
帯
金
の
間
を
縦
長
の
小
札

で
充
填
し
て
ヘ
ル
メ
ッ
ト
状
の
鉢
と
な
し
、

そ
の
正
面
に
庇
を
付
す
。
頭
頂
部
に
は
、
伏

板
・
管
・
受
鉢
が
伴
う
。
ま
た
、
首
周
り
を

防
護
す
る
錣し

ろ
こ

が
３
枚
附
属
し
て
い
る
。
朝
鮮

半
島
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
当
時
最
新
の
鋲

留
技
法
に
よ
っ
て
部
材
を
連
結
し
て
お
り
、

特
に
小
札
の
幅
が
細
い
こ
と
か
ら
、
５
世
紀

で
も
比
較
的
早
い
時
期
に
現
れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

こ
の
ほ
か
、
國
學
院
大
學
博
物
館
で
は
、

関
連
資
料
と
し
て
衝
角
付
冑
や
小
札
甲
を

所
蔵
し
て
い
る
が
、
本
資
料
を
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
に
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
古
墳
時
代
に
お

け
る
武
具
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
示
す
幅
を

広
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

�

（
文
責
・
深
澤
太
郎
）

資
料
紹
介
　

　
　
眉
庇
付
冑


